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　　　　　　　　ε　　照和25年9月、苫　．都立西高等学校由岳諦尉………ー「…｝，，，�o栖一・一一一一多ノ　　　　ふ灯槍任　箒瞬雪　　目　　次・・…二／ε趨野季夫（．　　　　…・…（鼎岡盲岡山・童部謬田と似．−．，．，｝笛吹川・……臼り｝、比アルプス饗疋，＝　尾調茄h・…−−・｝ゴシヴプf…『：：｝膠彦嚢に3ズ．・−隅衡士麗歳・−一馨多多塵、『コ　リ…ド歩　誓・f・…−…窟あ禦繁蓼、｝｝ゴンツρツ…・…−・罫剛拭…＝；…り＝｝�o　¢とばとばなし：ー…’〉一）≧ε中　野へ／’）一“、一編申（雛り〆v　麺饗61’A篭　塩（八〉■ツA加　ロづ〜〉−！し彪　藺（コ1）・−巨函中（置（ノ．湾）、二ぢ陽・まじ笹二9申■ジ8森ンー乙遊．・・二為．態み1じ琶野蜜野ズ野野中か　／へ　！（　（　／へ　（　（ハノ＼ヒ大六灸阿）　〕）　））　））…二ξ閨中箋）つ入），ー佃入山行ー疹ケ丞−…−・−・遊と谷……−…｝島地、曲穏高・r…−卸無、六暴、伸ア澄・南秋田の巌ンf−・……谷糧癒……−ト…・六著薩、．，、・−・−，．−、衝航閣由よリ御嶽、五日市・−・識上ガ、イF−郡質名藪・・…−…ゆ猛部備麺・………暑源割雪制，へ…：…4　、　誕、……i．叉　　　妄．ー…ー…講　　　　　　　｝　　　　　　　…　　　　　　　�o　　　　　　　脚購！言柵申（鷹）（−九）�o≧暑里易蔦ニニA葡島（元vF…・≧云神　動（言）�o　　　　　　　騨蝋・び疹田中（蒋×16〉、とG竹　肉（一二）�o　　　　　　　　！｝百佐藤（！二）．｝，、−彦．熔ウ（薯（二）酬　　　　（二5｝　　　ー（！〜こ　　　：・C二こ　　　　　　　醐　　　ドつニじ　　　　　　　　　ゆ　　　−（〆ハ戸二こ　　　』　　““　　　　　　　蝉“「　　　ヤヤミ　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ココド　コドドドヨギンドド　コ　コ　　　、…ー、ー，……ー…ー，，ー，…、，ー，ー著鷲ー…ー，毫…ー……事屯…ー享ー…ほー…き監ー，、，潅，脚i藝召舌痔り篭謹f　　・哉獲諺縛こ鯖馨．．、．弓へ以翻が鴬まん．。す馨なき径r伺．∞∞麹ギ、冨蚤蓬き…｛L　　　　　　　　、、「…ー！．…ー…ー…、…ー　　　　脚晒【一一　　　　　　　一“面高山岳部の発屡　憩いの訓時、を皆げ、灯火親しむべぐ候とも奪つた俘謄ウ、ぎ疹名にして％口隣、た．Uと簿ク。紅出しの何か叢然と」たものを藪じヴ占兄の洛鰹で碓蜂へ然たる足跳を承す鋸に験っデ、嵐た　　　来年に期　　　　　　　　　　　　…Oそして我寿のよき就練の一時−待笹野嘩突・…：今写の、塑依みも継、り　　　　　　　　　　　　　　　一あ莉しき誉翻き融み座すほあ、聡任まごのせして外殿贈の郡遇勃を菰ワ返ウ、友、噛，し、今篠のよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た，我ガ…那は、　身・鱗蚕．レ管，ま嶋融　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーし／鉱　　¢とは師矯勃の名溌化を激めすものブ）あみガ、そ沸にもまして郡残バま　　とまり合員双墳種附疹渤力し含う鍬序なっ乏永冴ゐはう汎しDコン姦，　　猷ずしも角艮屡糸痴曽ので喬ヨ芽．ぱ朗らがである．ユ肌2’礁塵のご　、まとまoた暴レの部に発長しzuく猟今忌心愉け名り怜す書ジδ．　　　ヌ簑外中の出行εゑ噛とみる際合露はや、巖燈諾罫た磁がある，　　（厄乾一つの裁みごあつ匙のだ双、合憩書部喚慶仲双称加す蓼ものを”’　　切ぐの．多くの少哲裳婁幽し《伯々静む酋に参胆32万式ε躯2κのご　　ある．しか長眞ば誌象からみこ宍版ごはあっ玩．部坐鞄か募に山に栄　　しみ、虚を研究考うコとの出みなかフた、憂は序省に薇．念ごある、コつ　　Pり票が、り今震広於け台由行を爆くタ属し末隼の計愚F供し一、行きたP，　　そして系穿夷三義バ面葛の舞那のよりよき聚饗偏毘う．壁・宰』6ヌ、遍　　玄噂妥なけ二とを私は修ずる悟の之あゆ．　　　弼黍・¢℃及冶あク之二そ焔のグ謡祀帳ぎ冴うのごあ否．私は虜K於《最　　も徐哲汐．粕乞欝急一ごレが出糸うと顔つハζ『一乏云つ乏二乙淋徐ψるが、　二のし雛甥蝶鶴巌輝慧藤訪調薯毅（…　　　　　　　　　／蕩の暑墾5虜は窮磐なの蕊・な君、しか・し鶉�a掛　　ー噂…，…ー………ーー………野、ー、ー．ー雇ーー…ーーま晶・羅幾髭曝．ろへ、）、線が歩甑ん〉、ず桑しなき径顧」っ心　　　グ≦六導〒βの総玄にまり婁募雛報乃ε．彷，裡裂定めた�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　．、鰭雛傭見紹跨ポ権驚踏欝拶駕冒、健瓢勲鉱�p監肇2患久多霧磐饗委．毒磐ξあゑ薯の�o…宮、髪纏は、駕なソ、欲しP、セして嚢吃つとあうゆる角壌から糧�o“め懸髭欝多磐鴇塞あξ多｝　　ξ鮪軍〃、放詠晒ごも利鴎し〔懇談倉2嗣き大PK語谷う斜島芒椰　　　　　　　覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一編欝螺轟編絃編馨懇簗　　ウ設ず．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝�o国体予送翁羨定　　一肥更　　多一ー　　鑑　　て行わ恥ますが、部ごは去る文目の集合ごこ侃に参釦と沢定参卯省　　を次の遮りほy栗窟いたしました。　｝」（）b寧　藤　　　　　｛三」　沼，中　　実　　　　’じ　娼鎌鈴夫…　．、．、、鈴不蝉天　門n野口弘主　　�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嗣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸罰書，き套…婁ヨーΨ二訟　　　　　　　　舗　　　　　　　岬　　　　　一一曲ー夢ム去記録ー☆撃）ダ厨（期臼μ（天候〕〔参朔属〕乾徳山℃R＋六田（飼即夜、発臼掃）晒時々曇　ヨヒ鈴が踵堆、申野炎司｝…喜｛，…、4きき萎，、，d｝．き｛．書…茎　　　’A〉〔　　蝦旧h■　　て簡　四』榊』二E中野英闘　一■曲・　　nηースタイム〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�o　新箔溌（午前oδ五）1塩山（三・睡ハ上一玉五Y濃画ぶ斎．駐ゑ方》…馬幽　込乾徳実ロ〈さ五ヒ六、三・Y慮和ゆ登豚錫？、パ。慕オ回・ごー一∞∞麟餐躁’ρ箔唖湿8、P鎮欝舶憂．評馳漣鑑｝　乾徳山詠白（些’5幽五五）段癌倒盆財ゑ￥傷岩汐悉�jγ“�o｝綿殴究躯釈密蕩み畠嘉笛）　　　｝、�o｝一亀ル．桧矯込乾徳山＞廿　吃導蓋国　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛　　η後就〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　男怯的な好属望の串、乾徳へと絹をおどりして出礎、興珠父主藤縦愈の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚　　厘中ご同じ夜汽車、車牽三晦筒許ウ彊た．鈴亦は録ら肌なかっやっし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら業。姦島弩霧軍ψ尋ッ多ンを）弘そて妬＜．bくと脅裏戯と痙収ゐ一｝．獄勺這うす磐くなる，繋秘諮本木分撃p．しそうゼつ痘双、と℃ゲく　酬婁移鑛．混行き食羊の肇ス、挟暇こまつ。オソバ沢φ溶∬ぱ夢なか　｝の急、敗．駒似羅士な勾百バφ喀雪を見よ2期待したが瓢遺風はぞよ｝、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　そよと港気樗蕩5、ダドブツク卵那場ご璽禦、示誓き、キ一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ　　溜ノ7。K好適、二のめたリガう屋福・ヒ一、鎚の扇斗橡う酢泳姦に，事ぼうしP．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　パツと目の繭ガ劣けなぢ界な斜愈ぱ厨φ茎〆、・あ密蓬、横、州　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り�o鍔膏．黄、毒餐お隻呈り磐｝楓肇あう．・、轟宴暴蕊掌遷多｝｛｛…ぎ…‘‘8｝重【婁一ξ忌ー…｛3影5r7｝’−・ま5i7｝テ多‘、睾｝…；多r卜「・・多ず｛、肇■…“7……多……・、．監…多……i；…〜エ…｝…｝冒rひらとぢよクちょう、以乱飛んむPう旅は何とヤ五いよつゑなP．美しP牧歌酬ひひソ・ゑる旅ぐあう．カリコワ凧径ん捺喝．ワてソ9”鈴爪と二人で雛惚と時のaつのも藩離ゐ。、霧ム蕎り翌って疾て．ぞ、劣中に特篤あ急乾徳の鍛鐘目あ莇、玉グ暑霧る・モ．委小△象”でが�s瀬�p薯・駕たえ之）声、のにがぜんえ気となD、，脅の工をφ准，小採に認3て腐百く、天庭．の割運石、鋳繕、　ひげ寡ソm篶などすぎて三暫鰭の鐘蕩を溢って戸職上、この謬の編レコぐの履解｛を趣殊しみに承之のに楚．ん、たる肇、！．櫓の・務�oでわつがκ目の繭命八鳥璽が夢紀るだけ、意堤丁慶ミしてきκの、斗昏つP、らけ、鍾蛾瑚尾熈鳳必の穿ノこP下り、マヅンジ年（．懸に紹、縮、ひざ敗ガに満定して　　　　　　　　　　　　　　　　　！療鴻−胃参薦秘　バスは日に三文聞・価陵詣でごめ台、こ承は．僕治警駅山、・で、八テ死、夢かあタの、（入口は暴之森Pバ、鈴不グ今之禰要〜う・．キニ賊綬双隻車ブ、鷺夢つ壽、の．あゐ．�o・爾夜前溌日悌俵どク必ごうおう踏，薯熊き避・湾）．窓分癒鰹し叡つっ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　咽脚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酬りにかあ』・まξ入；（アごク磯含云纂登申有綻嶽榊ケ．6クζ遍り鐘して硬振つて歩奢に＜ρ．山塗狐傷ぞゑ塾俵案に？獣・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハP。あとは、ハスプvφんびヲと馬込、脹望牒駄頃だっか、親、亀車・の、禿花魍…夏後》矛∈宰叢戴表整纂翠体息霧ま昆多す蒐　（奥秩、冥＋工聯腸縦℃毒心盛紬ソト　，溺斜関k、〃窮◇期8．　七頃肖†云‘’争几日　　　露、帽幽鴇くV赫−獺葛　b紬欄湯｛郎（3＾）鵠中癬，馴（zε）叱裁訳．据遜緬鄭z珍）瑳置a・おル三旧　0黍像購蒋繭　○コー�dス心ノイ為　　、絢鴇聚分．o魚）“小瀕界く不縄o）ー桝虹活巻hハ揮孟Y〜酬．物早（πつσ4ー　内，　触．乳、　　　　�q　　　酷｝　　．w■　｝v岬4、、一　　1脚，γ”耀〆囎−‘1ー…−》『霊糞鶏　　　　俸’懇（興ムG二q三εー傷溺膵スニ、’池ー二、ヌ0）ー黒森．（三，〆毒〉t休憩　　　　（；、凹ゑ｛丁〆．三呂ー愈山此瞳（ノ興、鵬五ユ五、σεf金塵（！五、乞）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細『筋！諸郡託　　方と〆縮になる．．塩出で乾徳有辺又に別醗てから蕊帆億去vz。昏き　　既朕尋昧ほとんど避聴・つ脈す望−くも夜、ガ顧け告のが得亀丸る。ザ洗隣艶、は鵯　　φガに痢肌ε告げて前�撃ﾌ蓮物φよウな小游線に察、換へる．〔時間程待　　乗僑費をのうくと行く、そ眠でや日小激高の駅とおめ眠ゐ野並山駅（　　ニニ瑚六半▽を過ぎて〃うは、入ピードと、囎一し，ハ時悔一分蒲麟円y廷　　属く、すぐ　郡所平に向つて出憂距9る．間泌なく導檬K豊寸が承乏僖誕州皿瞳へ　　と輪竺、僚部磐客φ董碁してかな考写墨濠蕊い豊　　行くのぷえ颪、…籍残の易る男雄着峰ダ見え、穏にぱ対象簾、奪、尾ウ　　かなぢ聖トの�f少、丑踏めら琳て中々よい。蜜購嬰癒冒）赴のζ璽ダ胃グり　　琉爪を発す濠臼ト忍参隙逸瞭廟食蓼と蓼．二轟で始．の定ド百Σ手ば　　あ瑞橘寮寛も量券、ぞ考を暮フ暴下妻く謬　　ト霧爪の中と行くコと一時閥足ウず乙落甥療移幡く　ご、．ぜ眺鰹は簿　　一爵煎ぱか9下るとラ外痔の翻え蓉黒森φ郡洛に着＜、こ・、がう金出進　　ぱ覇蝸少砂義2狩くの々びりした撞だ、黒琢の莞哲、中食建電リ慮．牛聴場、｝、認囎鋪簿編制州鱗消調酬翻欝一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬　　矯を受げ之第金脅に騰《甲斐駒く鳳風K観戸ああげ小州沢ぐパ策．・渦校“｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　つ芝時芸分に、発重す碧、汽車は臼樺ヤ洛蒙払のぱ盆ハ蓄庵大、脚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酬鴨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸猷　　象晶3蜜剛簿撚喫轡懲の讐黒遷塑．峠叢詣〜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　蓼なと蒲趨の六勘すウガxく冤九な哲かあう．麺林のΨの渉呉、よU魑ぐ仙““　脚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写p一【τ美う憂富嵐雰畢幕響菖薫、どの簿惨多｝　望なく婆ヂのある金磁讐つぐ、ξグ贔，9疹参峰3蓬が亙に一｝剃瓜てリタ。ヤ甑かづぼ／〜勃やつか分優りプ＼合霞の憩金歩教僧駐隔駕に籟�o　く．王繭に金峰つ曝ヱぐ内虜岩写見え、ご、中々−よo所だバ雌と敷の夢り酬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯　のには朔旨した．丁磯金ルに。属け尺萄かう天蕨グ怠に悪化レク％．にぱ粛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝氏騒応切だ．マ案ぜ、急時炎蜘ヂ魍〜亦魚の下ゆ気屡江愚してPたの一罷然療繰妄晒塁らゐふ賑整業奪誓録雲讐リ、は榊　だ鳳が、蕨，峠ε讃、えて出豊お・、つがと云ッ就蹴出たガ金罐配けは蚕ろりと｝　云り華になり不寡な歓符ξ擬瞬曝扉に紛uほ．　　　　　　　　　　　3百　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金山（六¢εー金出峰（呑〆五ー八、�潟ﾐV−�d趣士顕小卑（ヒ、ミーヒ、鶴o〉ーベ一　　　冒中犀．（〈』一・斜〒ハ卿一こ1八田ポ一履L逐分紋（πδ・�eバ日岩（疋、〆一。；．急．騨　　　’五）〜金峰画へ雲oム丸、つ五亘）1馴昌意公、弧匹マ斬臼峠（3丑三（、仁6）一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　ーを、他渉窒ひ二、ヌ五）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬　　五時（轟誕に起さ眠て外に出て》、う�d．盤ぱど鮪融く裂だ嫌P7＼いる”　�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叩　聴Bの象グ窮嵐芦、ち幾ろ纈腿んず＾βい．妃剛勲一ヂkがかろ．丁庸、六時K悉、廃する，行守に、金．峰£ね蜂を眺�K箕2鍵小旅に槍丁、こ，ぞ朝禽をと・分、こ輔・恥望難鷺、翻劉砺謙諦の慧縛麺ど紬葵、麓｝　ゆへの犠�dと別けている償嶺柔更平につく。たしか〔、墜。のるヒ鋤、チ串曳駅　嚇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�o一pいの外大きく正へ嘱ヒ、q句．”、迄．湯、�F行には零珊の�e�tに一璽7ルア”八が、自｛、嚇肇三轡窮怒畜の如く怪な76盈級盆出砂幽乏まくぼと�n星な｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽臨．瓶鴇八丁を遜ると布下K六目小塗ぶあう．一附並砿みごと優薪佛詠K囲ま限　　鳳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陣｝窮、璽し繋一小嬢簿、嵩渠美成．像らく鉢ケ、Pく、弟f暴卿蟻勢籍募黎奮と置今纂摩灘勇曹箒し豊三　う誠蹴肪つ〔諭む、小屋ガリ小し有くと遡が二つK分俄〔b倉・、鳩ちゆ　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　も大臼巷に行ノ式、ので石の躍重行く、この附滋．　、両劇は煮ぎ看喬檎掘の林　�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　噛　オあ翁ガ，崎期ガ墨Dのが花は！つ影な∪、小盤かり1二〇分琢どズ、驚毘　卿桝錫糟セ痴彰倒K興る人鴇躰ぬ顔下のノ平飽K丞る、こ、kリック逢おDてカヌ　．．戸軌．、■ゾレげr吉妻．≧疹亀ζ峯．�`．．．甲一P，』，：9，，，畠卜．，’．．F歪垂f〜’茎FF［．響，，’，．4韮多‘｝｛葦陶57．，〜’畠｝｛ξ．｝峯．．〜，〜，遷，葦イ妻≧‘監，．．ーモ、融輔醐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨楠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ糊糊　　　　　　　　　　　　　　　　　　�o　　　　　　　　　　　　　　　　　鯉　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　岬脚一一咄�oラだけ籍9・かし丘に吉いてグら本の根辱にフか豪；、鰹堺婆．ち8簸の少レ丁の小平幽に塞う．コ・グりの眺め眩碓秀化塗奮。含．峙嶋Lり慢ウ同巌に翼え、韓文石が乞角に心く並ワて9み”．、鏑暢の丘挺はハ竿淋翠邊り更に圧に御漁、本溜・胸、寧幾詞、曽峯ヒ狸っ4＜9る．一鰭賜ばがウ跳翌を傑しんごガ・ク屡黛する、あ奢慶援く体みずぎ狩、せPか「’急〔鞍�@鋼争双叢K呑陵汗がだうく歩勾．−践雫ぐ硬参定したグ、全煮食釈蘇秩U．力のλ・りぬ犀8引づって脅薫、ヅね糊，花の厳く砂体ぐ　催冷の賦上4を臨り，’種格廊K歩てがウ五、丈蒋ε仰ぎ依り．丁屡．十．ン、瞬K鵬、レ→に・7Mた、碗払にば皿五ぺの肴隼π0ご、甲府ガ闇κ降つこロコ穏、簡、エkいつUρ蝋碗隊　雰か賦出ご印”碕方慮ば、例必慶え強リバ、行ギD国嘘，レ訳鰐弟・万依芸、、曳えな　中で祐甲謝陽構レ阿ザ制のガケ．4｝亦茶げて玉入撤く、慮・・イ時閥ほど休ん魚出．憂穿粂，が7コウラ／、琶擁看の濁2聡γ、だ（．つヌ旨くと、鉄山ぱいつの間ビか衰pぞ、翻翼あ鞍部に蛍ヴ、すく悪化し《織皿な塗、おび戸、甘し》、〆λに球け気さ淋．、、につき　懲鴨並闘文《乗う力ご漆ひ制ン、蛋く泓変、峠．姻旨晦努ぐ白徐の樹鉢肇にぎ幽ψ壽．ヴ・いる、馨琴蘇だガミりは一タつぱかリ爪”ざ偽憲鍛、色緋陛えつ9し、　杁のとぱ嘉戴韻鳳季工下の殖収晴ゼ、耐飛もりをO人弛ヵ小屋に覇一〇弧甲。ふ乞、当圃のピツプルを埼つ戸二人分ザ吟穿双羨た、争だっ乏，ダ方グリ底礪、分篠つた、淋、　　　　ー夜はものす・．こく寒一く、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　δ水と、嘩　幽）矛三β　賄務机徹しー’ヒ　　一ノ＼燐捧は黛　　　　　　　　　　　　　三雪く男ご駅徴嘱獄粥7　　　　　　　　　　　　　　　　　　�j　．」、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千遂収ー二　　　　　　　　　リノ＼力倭「を床ぐ止めてりつ　　　　　　　　　　　　A又鶉縢卸虐奪｝五つたとの　　　　　　　｝人炉双＆縛♂賂穿う尺詠苗」びがつた、ヌつのみしの汐嘉だ含Ωほとんど駿ウ礁奪か2た．亦駿（衷る〉i国．怖勘ヤ〜峯八六到轟ーこの闘北・奨干、夫厳磯二・分トヒ、’O）ー一国噸“猛（ハ、｝＾鎮）ー宕田t同叉（π曲ゐー汎、五ゑ“1甲試僖勘つ∞）、〇五〜ヨ，げ譲）ー甲敢傷小憂ス三、三〇tご一五末錫任假ヤ五倉了蔽走晦へ！、阿oー暫鼻o）〜禰榎鳳つ1陶i）ー索、顧庶（！ノ3・）ー雁r攻嶺2、顧少ーヨ、魚五）ー雁顧峰（四、o抵！牌叫o）1木晶出ハ再2ムみ／o、Vー雁蹄雲。盃Y昂慰取小屡〔（大、ぢ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画帥　　　　　　　　　　　　　　ソ、八キ　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚｛　今留の融彫河時しか・み榔金馨液に墨が囲滅しマワ為、．マ2誤ギ�o�oだ、夜忽嘗貧挨亥桧〜兼嘉睾メ父＆黄ソ・零曇C讐臨｝諏幾莫敷に掬の小《行＜．蕨蔀蘇の衝園け■−…………｛−　　　　�o皿六漿聚奮鴛掠零を鷺参亙？−奮く曹ぎ黒蓼留簾し≦p．嘗力喝くα獅把9響の覧薬．碧誉・蒋蟹…　““の国讐塗季基豊峯．饗害犀く秀ム涙秩糞茜壁覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬ヂズ鷺の朝澆ノガ穴つてU否、嘆〃め下ると嚇に頻輿干、成＆への粛餅．春朗嚇贈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚榊威す。り．二．7を下七ぐ朝落κ戯鼠蕎〜修ざの穿壷梁墨人童の遙．峰に酬　なとりつPた．此耕ぼまだ替痛花、杁禍糊だ、猿望ばx＜碧禽のとに比か｝醐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醐帖う廉樹．妙齢、白繭、ハザ澄、本、漸駒サ澄、甲蒙駒、沙ぐ、比岳、蔭士　零峰邑胃に煙寺近＼緊駅の申選嵯本賊、三・塾感馨募需書並｝『ひ墾トに蕪愈μ、乾徳ψと冤下し婁藷の鱗、5・比ぽビ妻蒼飾前山、本蛍、�o岬雪蓄y、いる．朕筆蔽参侵饗署あうつ、妻ラ割’言季凄�o蝉＆鹸りう．、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　　分敵尉並は迷略〆多uガ水賜があうかり甲武彪豊φκを勘夷しな方桝�oゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�c再、國響な普．｝．函簗が差す畿誉．泳遁．崖で痘へ行蕊｝道鰻�oざんと別猷て石の瀞よ駆泡下る、浸D下り駅読〈。阿鱒、雄℃霧…｝．奪コのつμの豫生休だ．静扱〉岬女の池の少し¢蔑さ猷た椚せ皆のなり輿…易慕旗芸．訴御秘磐そ婆鷺の勇44！つ，暑禁ゑ良諾黍蓬喜衡舌マ8の湊豊下葱）幽3華更撫�o奪、％襲≦．一．翠云美占水賊ガ、譲払さ慶、饗母書峰畏獄｛蜘を第く・ら戯了璃ガ侭翼抹Kもぐり込む。劇本べ多い，璃kに臼・鳥の�o�o肇茎ξK豊葦覆．診脅響と妥嘉儂誇懇・前這．てpう．健蟹のマルバー葵大薮喜に甲蓬の中褒量グ胤凶⇔た、あつけなU歎双し乃、．令遙φ甲武尾穣蕊ちに径．彦とフZ、裏圃割�o餐くの誕饗径3碁吸小藍萎、膿窮烈静璽惨がし永の禰診す＆粛象友あつ芦嶋、午信門時半飢、β彦く奮っ〔乗なの騨騨ぞ亦鍼の頂ε叡豊して腰とまく季ド、ずる．甲式傷眠孕お蕾人池その唇死｝｝£羅ら�nu踏鄭が承嫉の此卿篭ず9マ“う・矯駕刃なoと卿セ奥失い却｝�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■｝……ー、峯…『一星．，…ぽ毫……｝電，｛；f｝麟　　牌r榔』fじロハコぜ　ヤ　　　でオゆ　で　　　ロロ融世取小多幽（ンハ’。）、1　ヒ、くドi　‘、　　。ノ　　、ム　　／　　、矯　醐州虎急地−りなり鱗雛双本賊扇、菰酬セ訳9マいう。田碍しないと螂セ愛宍い朗　怖榊−略｝ン’〜ーi畳5・ー、痴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　すO。寂々謝¢肌．童．迭んだめ，は時闘豹・樫、跡匙璽象い鎗寄U、錦、岬、、か（、承�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ暫誘藩摺《ずへ癖劣、鷺。綻露窪才ム、冷ハリぞ．既姦く．T．・，漏｝“つ集葛で霧翻の破蟄垂議薔う．蒼あ鞍塗る、こ眠、醤し・禁」｝一霧ガ出始のて奈有中廉気象ら9年9小豊磁環、さ姦千今宍」て秩・雄く払一臥晶脚柵　雫、騒めκ密巌ま妓凪Kあの之之とりくむ、今迄のダ漏（望罪粕？ウbっ覆セ、ω　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　行くと＾ろ六那合．薙罵忽．た．しf俘，−享雰め．ぞ奪．、婚蹴内に｝一寧く動破気ゆの遜kに五ク泥、圏b、猷蕎にか二畿訳うピ駆−イフゆヴ鼎の　出嵐横なbの猟に載びウ承う、ぐ｝下り履切亀嘱”ω慮梱、と剃赤レ蒙ナ幻ま　寸堅�kウ、マと象蔽配のとには嗅があウ，掻墜卿分ずう、短β5とフて　下うヒ搬琳之犬丞の椋ヒ奪って夙ド、示�k耕まさフさ小之不気練な八街¢、餐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚇　しzいう，嘩台u憂ワに言るヒ種葭瓶婁嘱迄嫉ムう双々の始のガ、、下会　　〔ク承《雁吸峠の草象バ脹下K奉バリ垂、く礎洛愛出の藁K犬漏のガ霧、一、�o　冤之ガ《爪しズいう　貌酢薩磯、轟泳乗生搾から矯乏購削鮒蝋らぐ・ど樽り一　　た隼潔で、螂喫、もの撫ぞが磯窒牧歌約・驚諏εそなへ、て、周即の贈く我、｝、、、蟻葛3掌段為へ9畢繋貰農踏讐き叢霞吋�o　　えをへば晦Q森へ置駄、豊Pな合か霧爪に向つつくいみ。．磨輿の．急烈、美のゆを　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　裸痴て東疋釈々にば、人晦鰐K4笛ん戸、二の時に明ゐe．瞬さ葱儒喫幽しあ、茨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　萌　　がに充ろマい之、臓依爪〜肇K璃詠グの込半筋窪のご薯｝倣ル曇逸〆バす峯（蝋す劉態毯君ひざ始幾す台程喬つてPう中を水総山へ葱ぐ、劔水双多く　�o　　　　　…　　　蝸　　一　　門’　り，　　　　噛　　飾一肪）歩くのさへ塁む易う、豊蔓が匠ボリ嬢あ．う、癩X）iは残多の羅所、εへ葱盾豪2濠語曳は需・お天・葛倒爪感多D、お逸茄主礁中毅め荒承ていう　下り四含ヒ蔭礼醒の甜駿藪比へまくゾ週だ、径がジ鬼痕とに歩巷と、むう鼻双音CりKとはず．叢φヘク乏、φに”訳女つPノ七からε。眼下k広ソ阜豪ε箆出せ、曜雁．峰への懲は”ンクザク分適にきや．仰げぽ櫨椿ケ砥た笠取山．μ糞しく癒掠δ｛冴藷葉瓶の．及ぼ麩倦のマε爾、の尾憂、霧愛行＜、糞ξ窪各診、所竃瞳ゼ．鮭破嘆糖して較億の美しきだ．病号藍、慰毒覆、浮寄抵ば鉤橘小隻であ参．鼠、双比み繭毒濃差．摩の屡蛋；郵宕と際監塞う、，、男の徐φや・糾の下への私n径密たどると婁汽の揖ガ（幣の隊り褒懇象癒にが二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟　　　　、　　　　ー　　　　　　　　鳳．・ーii…聾………し．畠ー｝．蓄，．．，…．1、蓄！｛…ー…畳島…｛！｛〜t｛遍ま承客霜しい葺紋小凌φ実八導膨てく鴎る．　（田轟）　　　　　〜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚　矛回旨　晴霞衡’鏑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿　　　小髪（六、Oゑ）ー将掻蒔（ハ0カーハ、！み）遺外グル“＼（弧、至）、ハゲψ渇（　帥　　　委笠。乙−磐へ書）−癒（二、’i二望Y墨叢�o　　　少霧三4Y叢告−／、胸．￥編（！、〜’．）韮粘（一，、一、一。｝ユ　　　・讐派（箋二8　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　糊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　入の、摂0笠取小撃一の魍爺さんK割砥魯些名け之蕨9雲窟の中を薪蛭瞳へ急ぐ。を疋急蚕系テ爵く行く2、り建ガウグ、．靭属髭塞篠峯る　／＼まめ覆．求は珍愈q田φ水療だけあ、っ《勢薯融に毬ていゐ．　二時囑秦りrこて轡舞粛含茅髭番ぢ鶉峠の気分毒腎撃重震竜ル◇ン璽喚岩陶萌定ま・＼二の並ウ笹だ旨奮、勲まぐ厳ぞ、々双《搏φ摘謎昆前丞墨視誉・ま桑太グルや＼の茅ア迄塵孟軽暑＄�n　捲盗の購q倭も夏4に憂っぞ3う、汝磐て冷朝爾誘駁芝出《ノビ《βつP、　煙｝中k合り。今鴇がウ犬気双くず肌汚、う呑のぞ偶ナ乃、にして、獺寧K毎b下　萄．摩蔭麟魂X異ひ嗣る⇔い乏けK羅σ．望塀象収小皇誌の手前で尽食藪　すう・二曲杷の雲取ψ涙眼前K立つていう、小監略かウ、残ゆ疹へ径葱分　ワ膚がナパ洞蒼翻婁霧奪の玄モ又冊笈剣の秀も環迄（遺D薯取＄忽登を畜う．〜蒔回、Q璽駒実葛、警鴨払、b置泳む湖も奮く　防火諌葱下る．蘭φ下に亀唆症ゆまり、大構迄切o分、　こ♪K斐ウ雷蘭”はか移鮒とまつた、ボ駒．に永嚢く皿瀞κ素乏丞へ行ワ《も媛欧となり、｝縁響擁端数い巖讐籔醐講蘇伽雰濃舗磯　・謁鄭で　　、　　　　（凋中謎v　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ　　　　　もm磁臓羅麟働繍難灘麟臨筋鑛輪鰐碍讐壕　　ンプラーとしぞの毯彩双蒐分むまがつたと勉云へる．礁にしと宍つてが　　ウ感宋陳の恋承ぐものす、ぐいピリナ名あげ乃9写駅ツの親矢さんKよ＆　　y秀隼初の髭録疋との寧、篠嫁では衆キーだ墨厭るヒか冬にで竜％盈ぞ　　獅のお侠ぞ栖誕疋疹は設矯窟爪てoる．．　　食破女奮o爵の嘱魚黛潟佐の副食絢か少がクた裟と叛に脅蜜御蝦0不　　足がら神島ざん双豆串下山のとむな穿k至そ客差、ヌ食欲餐んなめ　　竜云く水尚の水包め臥のフZ末鋳幣K禰コ（Dチ、バユ凧は広K水晦が蕉　　がつ乏傷会々、焔終よをのるごuると徒らK豫労と絹寄〉し予定沌廷の護　　’疋K蓄しく呑含，・篠に蒙取ー小禰陶は．一の』叙窟ぞがつたビは言く、水略　　で織水渦Φポま％分旨み、な簿く水．菌永を塚好するよ・2し蒼片曹　　承ばまウ鴛口．災秋久を二撒駒に須へ瞳駄虚ヒ同採≦でケリトび乱氷《　　いる．人地小垂の姫3⇔壕＆所にてxXル塗会』「oo気含」尋2彫り　　7£磐ん蘇悪置遷彫ひ砦〆、εゑお耀妻難舞　　夜面獲愈でめワ乏。ゆ脚簡璽篶離羅壕麟御欝語襲憲難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　艸嚇　脚　　のは尽前軍客、竃葱電享覆尚綻疋窪水歪お雲云蓬岬し曙富士山報就吉鎌嘗し笹・野幸夫一、｝E　中野英間ヨース9イム〕　　　　　　　　　　　　　““ハ据閏日（金）　蓼後繭　　　　　　　　　　　　　　　　　｝葱孜（九、盃γパ目駅（三、呈Y藩圭屠駅合”、熟ユ煮、三・）ー疹嘉目つ六、凹｝じt5合旨〇七ゴ五）ー三合階（2、ノヨ当’七．肉0）ー陶会目（乏、旗・と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　！5て比繊繭長芙、五9）隠六合場（〆九，ぎ）靖ー二づ蒔就啄　ハ湾六旨（調）　蝦鞍薇爾眸ぐ略　忽赤（〈，8Y六含函溌（万、g）ー禽返（二、著⊥／、五力）ー即の薬塗（　！ラ孟）ー残断鯵鴛（三夢Y”塗謬断釈（南c？商五）〆惨　御教陽釈（玄，ゑσ工六、切ハ）1國蔚窪荻（尼、貿工（8）ー妻．派籏　（乾、幽ゑ）　h貿嗣）．衛徊糾　　　　　　　　旧11！・閂　　金剛献　　　　　鋼五囚　壌中電汀、蛇厨べゆ中綿、礒七山、御教賜）ヵメラ蓼、邑嶽嶺　炎　3軽和オ宏浜　藪行叡噸後訳裡甥先蜜　　以と十ヨ必猟轍ゑ　　・覆刈あ珍9ご置ゆ泌し乏雨は案しわ鼠た苗φの年が不牟が毒脇乏止ん　　穏退迄のバスを六分待疏さ眠量憲よウニ爵輯おく姐う．再逆がら窃大』　尺峰ε符5磨ましく歩簸じめる．罪漆巣蛍9轡・、驚葡竺岡菱　分すう．乾億ゆでくたぱワ疋欝ホな今日塗／季の頑惹んと拠にトツプ　汽車籔（単割俵粥）　　1六二胃　パス粥　　　そ弘9園　　　　幅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凶勘廃印料　　　　　　　労五鶴　　衆代　　　　タ。円畔　購遡際磐パ舖難）ズ薪縫ず　　｝善密弘生、ム緩鈴釆君鯛罎ヨ、2島野衆導警、一鈴爪磯穴巻錫、一．急子界梁尉講罫2糖塗ざ3C轟ル年蝋　算鍵κ　　　　ハ。円　合計　ザ〇六、一−鴇　　伸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　碑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬　ハ参脚入験一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝．だ。（あ争君少彪の行動を洪建ずげたのごめる批・：−−−……−…−・　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝ー参貝パ。孟）美奏、貝『、。五諏のため蒔篤去4〆碕就厭　　　〜ハ月み農（玉）　朝魂輪、　　　　　　　　　　　　　　　　　　．｝起蛮六・・Y六合臼変喬・丁ζ合真互署イハ合貝二く・了ヨ暑）〜ーπ合目（掻／互〜化疑ゆ碗ハ萎9妻委五・）ー釧プ肇！喬義（長�o＼、歪韮…｝犀・義酬嚥鱗葬顎篶蕊錆墜、鹸巌欝暴徽鷲欝誌踵鋤欝鰻繋響簿糎ほ一　、多■多妻！婁｛『i・　　　　　　　　　　　　　　　　蚤ー…6董…・ー．墨9「匠き；」，廿噂、董D罪｛…5轟戸，妻『〜4．．．一一軍．｝．ー・夢−　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�o　　となりぐP／＼雷r、＜．　1配千ゴ人も，あく既じと拶肌く．板沢完家惑皿ん伊、躊重　一　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　笑わせ之臨∪う珍のの商物亀あ．くきる符？《永疹ぎ掌芝こぼし．吻汽ロう．　幅　　認合巻に庚剛芝おしてや3憂要、奮ぞすた慶堵茶bラ》蚕｝　　で金笈べ葛、彼書あ蚕史芝雪し変僕ぱδに責隻載芝｝　　−ーマ…−マ番頚9濠、差蕩をLよフマ却う、∬蓄乏駄鼠りし＜．騙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　先生、“・毯野さるガ藏り芝しよツて彼室噺とまつ塗却、昆ガ動か含いウし　晒　　∪二あめ痩ジ蜜饗酢芝承参．つあ金争蹴おく感轡誉ゐ冷塾体�o醐双秀レ薯雰喜　　　　　　　　　点　　　’っ後の誠々（実ば先生、笹貯壼る以下螂詠なのだ撰）疫入疹目迄き�o芝多ご掌誉鑑．まう券迄ψ睾く繭、塗誉姦繭凄魚劣｛ま憲忽お牽婁鴬言褒』肇臼最杢妻�o、b董矯、気姦の夢寒響は奮か5畠養雰島障豫｝　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曲　　つた小量�S一南と蓉？死．戒々が巻為くと気へ行つ死薦双気にガ、る、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　し　　先象琶野さん蔑9二人バとの方へ逸諮にと豪醜舅肌Φ寧儂宇電汀ε錫り｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　く蜜玩もの）舞雲甲に入含黛い硬痔傑ぱ慣筆と属頼必ぎyぢ勢奮．とえ�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　ん旨ぢ才昆館ガ引遜す拳ε幾しあ遂し疋．お夜禦餐�K�o−　榊榊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　塗リになワ冬りしく循．しむ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　鵜、醜の営りしぎう申、とが、り先に竹フた囑人券通・頃・くにズクて寒配．�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　（；ご肪山を戯し《、登康るズ蚕ワ之みよウvδう傘にをる，脈餐我々パ　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り｝．饒し盗り、、！募訊てDた．　　　　　　物　　繭虫尽食だけ樽そ蚤堤、k合で諜茎乃姦喪し碗天、両鳳レ�o�cン7ト蕊芝ザ望盤暴9み倉愛±墳ξ尽｝、食とし黎窃濃蔵奪q篠な劒倉へ入壱．凌べ禦しの懸とリソ｝　　7をみいて丞炎、爾は劣んどとみ時々日光ガさオ皿　！応脅ひのとへ歩てり脚剃匪蕎の窪蓼駕蓼望壱．か窪雪影の蓼驚蒸τさ各にしみぞ．容か、。囹ぴ屠羨b畷p負二遷婆釜U｝　｝渚亦色の溢遊のどレ“温、聾へ之O之髭蕩し⇔燭躰ビないが　Ω限ぶオ9ぐ目　蝸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い、のさ箆九る腰上蓼鏡婁）ゑ　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝駕　　ハ疹目に郷陳局ガあ　象に殊藩乞幽魂寒く《立ク《）ウ訊雪い．　一鳳＼π合．宅コ万手スレと▽つ魔印乞おし《蔭マて積ど匹珍と五樹六、「ズ嘱宿櫓月しとと’なへ盈行葛偽苔し》（気ス乏あ「る、　墨に宗塞毒協ロ唄γ｛へ外丘、寒く4毒の淫中を鰺《琳侯と璽は蔽高・笑摯餐を殖て易ぐ、酋実藤棄蒼譲壕沢）は留芝椿・て保、P，羨間坤社奥菖をすぎ、ちよ・とガるば肌ば捌候所の梗ヒ潟かの量賜易さノ毛ヒ六♪／ノ水のづ辱托菌美∬ある　⊂肌建しつがサ由るだ時ぱ）さざか叡敵すう、隼重岬時五六冷疇鼠てp脈ばすばらしb環色に載敬ずむのだラつヒ、下琳愈企然漿几呑い、威激と同躊Kちよワ之ぴぷりすう．・〆、罠、日小〔獄G肌より山局D山はぽPヒ、バ、ずぐ岡Kピンど家る．ヒヒ．マラ捜山瓢、エしベスト山ヨー！・1　　お鯨まのりはせずすぐ国豊すヌ壱腐ロの暫迄舛遁《ば先生次下δ＜肌乏人逢バ憂つて巌た斤．¢＞6寡填tとったりして後笹野さん蓬ば最高美へ伺う．武兀生以下胸、五懲と、衆に峡と峯も顔っていう、鈴爪と1�n干の静ロは今硬ψK悌ると云い治K元あの吉生ふりしu着がまあヌ何と旭ぐしく美しり雫か、思わ卑月隻テつた、履々は’爾ご水もした陰る美い舅となつているのに．六ム々の小肇へ薦Uた時ば藍晴く食うてい乏．凋ψモ元気関後して起告てぎてUた、　日荏グ腱囑し《嘆は輿先に金双鳶くなつ玩、並食ぢが異に乏しo、え窪底食葎に爾を僕ってoう、、σかヒ俊Qの燦シと才魯か、績局簾、の考へ出した嫌疾朝お髭、ぐ麓きマ朝尽画夜葱痢εつめ込んで下出というの双裸購y乱奮る．　顛はきれoに晴鼠《ωろ、が朝隠なので後が心厩　写興tとつ旋9騎天気バよp、駆夜喧望の家盤竜呑く戻く揉玩為ぞろう、働蓬で御数易えとめ考へ佑あフ弄、ガ、．八スで彦瞬から卸倣陽へ行く潔にすう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿繋繋舞ば脈硬税々の戯碁の小屋．集錨しで済っ．｛〆．⊆、鉱．帽　　　　　甲一一吋§葺婁ミ一　鰍’冒弘題くなつズ伊ーく志〜つ芦蒙華、本ームン一∠ノにがかつたためが下りばρ言、凋山燭劒に元熟バよp，今旨溢爪磯践隊つて∪、う，爵孕しかリベスド棄ウず歩蚤迄歩くす肌ちガわ入に脈冒協、上迄擾云、ソ髪へ｝墜冒窺く芝ぢ、下躍ごは瞥猛留鷺試．らδ．劣島が、、奮角は、孜々の飽に脈日あま墓参は季がった學匙馨ひ雌ず・　壱田かわのパスは家に快遡、，大型パスφ蕎鋭のべ孝弥怯P　ゆ単縄が〜よく冤え劣．礁夜の河曽な鮒鋼と舞ψ’蹴こ中比｝しまっ妊季＆閥く壷　　　　｝蘇藍罰霧蟹礎、鍛浄雲男峯皐、滲ぞ．孝£　瀦つ屡々ソ景迭お嬉雪ゾ｝、　　　　　　　珍霞の簗少で．双魚すバ、曽馴塑は診窒り易7b承、両と冴心著ガ・勘、・かっ差、｝二t多腐へ猷ばやむ建得�n0気も諺む．，巫将朱［5堺塚疹ゆの后めに十　�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り分K魯へ掛論せねば9け蒼の。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向笛吹川釜沢遡行1甲試、信缶−　　国桶岳ー金峯山笹畑嚥・〔ダイム〕�o�o《中’旨》ジヤ国日爾ソ霜惑樹つ九、鼻9、）ー睡山（彦頭西）釈待合室ビて勢憲｝《矛二匂》二去貝芭磁山（一、9。￥窪叉・ヨでづ、妻Y徳和分県糊紳　　　　　　　　　　　　　三，歩σ）、し広萄、（好．、o。ーく、ノ五）ー，八ラ手ヘハニoV　　　　　　　　　　　　ヒハラ　　　　　　　　『　　　　日・県）道朝、氏ゆもK！一潰　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　　ぺ　《鋭三臼》ゴ十沢田（略）．八ラ平（ヒ幽五〉ーヤヨヘ．（楚（花、孟ー花、一言）ー工闘　　　　　　　　　窮小彦億（1ρ，・・〉ー泉の揖（二、9・）ー著合一渦｝�o　　　　　　　冠山採鉱争務晴ハ／二・考ー三・。ご−両門の薄へ「毘猛匿際民浴灘隈隠け←　　　　　　　　　　艦石）1甲小試．修ル碓二（η、、ψ！ゑイ帰蜘晒疹ぞ善〈地、脚払ーび、Gゑ〉　�o　　　　　　　　　　ーきくqソ・、γA6，欄c〉ー帰藺キニ艶、ハニ．ノ顎下・で貧6γーq噸防頓　　　　　　　　　　（で外、旧五）−−・六穂脳塗ス三、／」ゾ　＼《汐颪矯》コヤ八白（雨ソ象肉の乏の酋琳、小皇痛・権　《サ�j禾頃》ニナた壕σ雨）か違（七五・」ー朝■召基（九諸　五…ハ、憎εー鉄ハゆ愛ゲ轟）�o　　　　　　　　　　ーか峯聾二魚実く空玉）1六魏小屋ハ系’5ーゴコう）�o　　　　　　　　　　〜繋謬絹鷹ヌ、参芝、三ーパ叉−−、簸漿！八黎点　　　　　　　　　　−九、’；、）…新南うザ、〆ノ、／へ〜じ解『魏　　　　　　　　　　｝参碧　偉　　　　　　　　　　　　�o　　　2ハ鰐じ頃興翼（主将）備．ム4乎沢　晶男　　　　　aP惇膏婚蕊網　　　　　　｝　　　三p営憾噂亥　　　　（二ε学、沢ゾ郡　　　　　　　　　　　　　　皿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酬　．報毒　　　訴−寒ジと言）弟ぐと私は足元鏡まつてい告じ簸碧｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚　　即リ上げた．建の少お曹荒言潟麸野の聖秦喜尉饗よ2　　に罎し乏9．分。　　　　　・−　　一　　　諏鴇の夕裂与すごヒネ3ゐ伊ξヨ6ゑ禦偽ご碗車ヒのリ凍轡　　しP風にふが眠乍ら、導幽蒋碕の無愁匂を参）て瀬蕊す盈；ぎ爵み論　　ヌ闘の赦��天鴛薩出へ葦豪し蓬”才馨曾薫鳶え博こ　　菟は男で夜絶窃島なの裟這慮山婆域煎て麟嘉豊串ε｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�o　重Dり号フ乞が？ぎ次定に髪く呑ゑ浸老ひキ｝サともオ善くっっき」　零にま”妻ふ迄動訓めザな尽り滋轡商暑歩翌．そし之山園美胴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�o　　し穀騨復碁あ恵募脅婁、叢、り瓢蕃髭疹餐峯配　　滋．親セ’行の逮さ嫉力タツムリの難ようしくの盗市勧フ毎．鴇μ界つ　脚　　てがうの歩留感葬窮ま萎行だつたとoう噸ぽウ）っ歳重く呑る、βば須｝　　（カ・万ζてり書る、ゆ必さは、竜るくとま芝朱る、是ψ重K云�o　　ぞ、耀急て憲蕊；疲馨つ参皇蓼．多羨矛く｝　　にも恋綱各痢忽�n卑迄素たそし乙β僚氏吃ヒリvクきおろ芝、酬　受して贈βをひかえ5ぐ今質左参え云フ了ン＄寧艮藷ばし　　　マU否、フbに入つ案扱の心彪よ畜．久もう虜、乙ヒ井のい鳶みを叶してUな、楠　…ξ…書…，…ーーー3ーーー……」享、きー｛…i…ξーー蕃……蒜け州｝�oぼ鼠…皿繍月塾榊髭ノ甲黛�dノ〜）、　多）しブ『匙ノ　撃燦マ〕『貨　　〆、　　�_』フ〕、・ノ　rr卜『＝ノ寧　ピ＼r　⇒知　　rつ一、！．1ラ！＼ノ　診、装！、｝｝昌くり駐「二敷父勇お二択妖hへ岬くヒ，！＼ぎ種に．日縷緯際浄．、碧曙陣漂瞳n淳いきノて∪否義フbにメつ弄、緯の心爬よ惑，八呈う袴こと鱈の�d乏砂≦けしてい蓼．…ξーーーー編　　　朝だなと燈じる小烏の声．滋ゆ々にかさく二だ妥し、、倭吋の亡せ蜀云　蜘　嚇摩天くひ．�S9てい否。ソ）ト時針重艮〔憾鯵芝匙し躰へ掛ゐ、健承足簸測　　つゆでしつとソ嵐ぬ肛ズOる．醤ぐすぞ薯の輩獲にか〉む．空以照っ　　と白んご衣て出々φ声々の録、溜かずガ（更え《いを．ま財御かだ。延の　　首ズ蔚マ水々の禰葱ゆむ双サ．朝食の爾砿思が出斥乏、麦しb値ら始おb　　しかつ箕繋小璽卿主かゆ祐リコに年乳ヒ巧、2學を打つ、解バで幽嘔墾の藷乞ま是、含器主に倉塞貌叩熱熟後、窟詑愈厳誓““丞響な．“さ之ψ珍・脅．参讐3ざ薔鉾雲、叢斎琳り、に二ぼ宏すゑ侭陽は塗色にか劇粛奇疲〃、のがげ本敷診ド」懸々＼v、うつ　　し払し乏いう，露蹴兼の上でキらきりとひか・て99。ざのぐがな臥が　　笏厩がう吠ぎ誕げく不々をまぜる、露�jでぬ爪く・光っていう勃厘＾乏叢舞K…唾む、幾杁研昼芝すざつ、孕搬凪管省裾．讐鍵ひう貫てい論群ぐト画廿ウ山の写輿発芝る，あの黎厳まト竹ヵ少へのぼ季、閣乏Q）含駅覗々、塔　　叶の峡望、腐ろわか3や．奴て杢灰の集凝小肇攻す窒ぐ、憐．うノく、属に街　　がくいΩみぱじ胡蒼．詩閏かUたPの急上葱謎ると窒ヒば冒⇔警嬢ボ”刀・　　膨之薄OZ庭、合までの勇環がす菩．脅馴3倒＼∈窒奪て黍rr一．　　山の謙双かガヤいZbう、瓜フ業�Aの・円がごこ2咳詔わ谷一だ、遵蹴すつと　　！トう、牢だ貌繍澄戻つつ⇔翼いむ．　三悶†Aη膣んごが−り友峯氏大ぎな小底溢　　と慶た、又量わ薩石のかω℃舜塵があり小蟹バあつた、小髪は縫迄φL　　孝小屋が釘かζ2、木きく石．析鼻、グ萩亘努彦祈辱る、ジン　・沢、紛泌》准だ．谷蓼蒙ご’蔓δりぞがゆ吋パ鷺．のぼう、眞だ少ぐ輩解乏．　　雀し健んご豊驚湊す．鳥．2戸，木の者が闘季、糸う二）は山かず鍔で働兼第に源しo、“捜木ー4とだ眠ががどなうηカ！−しクひびくよっ・奈蓄が汐ぎて泳う．道億わ¢乞．左に行くのだ、左K盆んで少し行　脚く、こ堤手にル皇女あった．遼を嵐二うヒ中K入るダ人はOなくク、／◇・な　　2、．，之迄すぎて少毎ε嵌、迎が敏につヨπでい秒、獣追婁．桑だ　・少し必どっ《考町劣う・五未むの産下に通ガつづ9乞p為、男丸組をめに　　皿罐｝む、詫繁遡の騰下愛肯ぎむ、つの皿綜鵜謹の廃、置であフノわ．氷汐、粗窺、　ノ　『聞奴¢ろがつ《いう　毎藤窓ム、な・塵下ヒ異柔�e、湾凍ガ、りの芸教がひぐつと〔り　　しもぐききエロニこゑぎンきヨきヨくヨきヨドミむき　　　　　をきロモメトミぎドるぎしきモしセきンゑゑす診甚、峯ア＼三蚕し苫妻あ響饗富蒙肇穿・t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝・吐Dだ、渥、．〉篇亨っ覆庁眠Dだ。歩じ仔く）“瓜、落ガす去じい�_称に素た．榊｝、瑚登確脚縣籍ぎ騨錘淋輪難か混螺曾鍍縫心だ、ぐもすε気薩謄ろに霧、嵐葎傘墾脅て懇霧秦嵐　鷺写δる。ごタあ．でワしくもペビあう蓉蛍だ、ケし鐘でとヌ．蓉岸£　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い移っ岬、行く．水零に含、、｝）の盤奮か暫輩晶9、淫’窪�o　行くこ倦雰る、す事しく纂懲よい．必£祐塚ぐ奮、凱肯�o、足蓄ヌ外駄阿にめ翻え蒙り．瀞かだ。白光のあたっ変曜るO所一がψのあ齢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酬｝，〜つこちに矧んえろ）。ゆ塾をゲしク一隊ゐこ一二候m爪矯3だあつ左づC肛＆畜・ぎ・て酬讐鑓繋漁講謂籍籍輔懇蕊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り�o遜古絹の帝氾だぞつだウ所々κ丘直下に疹の見乞象所双ある，豊バ細く意つ《　噂・舞、器．罰繭鉾携勢罷“舞瓢縫鷺舞即篠繊リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ隔　窟誓ゆふφのμ一双、　やが之太π’フφ閉へのあ之ぞ遭煮身触！＼まく、　下方に本木”の阿か・り　　騨　谷が箆える．探蛸々、涼ラゆ頃ぎすぎるビ憲ゆ醜釜萌から伺い鮒の磁卜嚇�o苔刀測ずっと遺づ⇔て塞た、我々ぱ疹ガら題罎さ爪て奮お苗谷と安いE�o璽卸恥・難誇糎郷縮栃歎製進罐窟砧暫講｝“．鮮禦潔難癬響激驚影滋肇都．肇欝蝶懇蘇霧謹鷺遜　駅Z変お肌吻曳うに奪る、面のナXをすぎ台ノな参ぼどナスぢ、めの穿、二　“．磐舞．擢辮雑射麟�f鰯鶏鑑拠拶錨魏麟繊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�o義＼蓉馨霞蓑ミ巽撃舞　…匙小量ガ疑疋溢ず，　〔磯と富9町に、勢リ、煮払ヒヘは”鶏げ灘出鎮少探紘率　鼎　　務、衛と影してある、ヰに、入3章速に嵐がぢ貯ビDか・叢匙。二の餅一磐騒鉦魏誤慰羅護甥鰐稗縫鈴誤い．誘鴛…　　で堕クて羨乾頭渓。を斥っていう．水は審揖泌Kグ守弍り乏いつ．壱ざ瓜ワ�`�o榊て彊ブ、行く震黒巫饗誕霧か〆．．鋸じ一派の孫ぐき婆よわな…｝、碁薯の摩蜜劣釜．〃さ暮二りを鼠書気あらノ缶炎参．。ヌ忌””製磐す芝揚ぞぢ葦豫蓼湊つ・讐薫参客、、　繭墨警響うっワ齢馨、て裏し5農って及糞魯で誉ヱがう�o　「更参と釜に水Φ滲ろ（£♂∪う稼ガすさまビU、¢の遡bば一検玲釜、　｝｝電望！［都伶唱φ飽だ、釜μ二楚K鷺2女い台所始あう、皿叔影を奮、浮が｝｝津、透馨盃繋蓋泉馨に葛、2か契リソぞ倉動�o罫ある〜っと震つて電渉る、水坐ぞ舅雲く楽（窃恕�o茎箸の嘗一窃つぢ、しぎ聾2轡か5、勢新奪ヒ蕪腺爺竺鳶のセ豪真っ《醤矛み、薯島菩＜、警�o　嚇起Kよ9ずぎ《圧の一爾に水盆おう之Dる　そし4羨ての沢ガ蚤の中ご六、…等叡暴・てpう奮蛮馨藷粟蛋誘欝ろり，雀鴛｝あろ，か舌のず農ぼる”六薩ダあるまい《のぼる．7／ザ｛レ・／し名も｝�oρ，ようま所ガあ診．犬費。踏の津には（一わDようなもの的あ幾竃＆�o楓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，）ひ　脚〉｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…2いう、へ委ろに欝て窒にが寮ぽ巨≦著金身歪答ゼ石淳・記U叫望お舌べ馨参ら，、よすぱ夢、煮くので竺取護9醸医、“．ガゥくとのぼって行く所が夢つ．；憲うみコ£偽．擦ー景色膝す酬断げり占貯手に騨武億の駒、餐饗ゐ務．乳がこ置募がず二一向畠毘場、“鳶〈あ望【郵脅くのグ診、鐙がを棄2�o葦戸をあげ勿．行手厭影と爪、〆趨婁釜薙、の▽ンコールがっ＞＜、承｝．烈ほし潔しう．脅8砦為哉うKつの変oポ、夙、両寿け謡だ、ヂ浸†氷ー嗣｝五崇泣かう上は木がしげつ《いを・中には倒小双あ�nが々ぶだん／＼け�oξ罎り所ま、〔宏えて球適試う5安乏妬まだアノコー彫ばつyDマリゐ論蝋鍬々、ヒ、副示、解行手のぴ申、まをする．やガて大きい倒本君痴ガら姦にのた咽fー曜　　　　　｛’i−i；．…i；…1胃，■：、、尾5極〜’『…曜旺峯妻…｝トシ…二」、■，…，■r、嘱き〜書…多き、…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱ　つていう所に藩を．二の本9同うに犬青Q優瓜あ含．受の眞ヒ大壼O〆　｝　放毒瓜あつてそ二に二赫の鷲か飢既おちξ⇔る．両麟の竜凶鴇�uつ麟璽一　　案、疹々2クは輻叡叉々2あを．が笏慈感払まズ汝疹ご冤臨δ岬　ぜる．肋取沢の薫は本々の闘がゆ塞ゑ澱脈《くる，叙蓉んといつて望二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　クのバ道双！っの擾に・務ちCむのだが・2興観だ、画漁と聾遊の高き、麹・ン　、＋表申蕊霧p、掻あδおぬし鵜玄ま饗、桑ー悪禁球、診窒下皿　諌、之舅とεせ尋、ご幽らの数孝ば内の毅更つ偽つてあゑ葛え之謎意さ怖り．なん5う雰絶、客しろおが〜砧、．留？・制慧少ε嬰つ煮　蝶、なと乃くな蓼群轡麓尾来以ずべρ〃女0る−よウに輝をズ《ナメ芝Dつた寂ぴ　嚇　がずる．よく！液を璽てかう”さよう守駐粟魯、石創9廼の嚇個、衡江　まりξ薩の寄ぐ孝、ぼを囲ジヱに膨ゑ”甲測傷の襖上べあPで／＼をし受　一　P蓼．行浮ばまだ姦と水．互、だがΩ＞からは趙は弱んど鷺くナx双多鴇｝少落くと璽奪2へ∈墜恐淑ぱ坐く参、最諺禁〜蛙　むと脅はトクサ、旋陰甲試傷のガレヘ泓（しぎ・う．適ぱ写ルン芝ナ9メ　とキ即ラメルのクフをβぼっ《永9螢多P歳れ重銘に盆愈．遁つ少レ惹冬膨誘まq定裂…を・汐言、斜潔黎をメ乞・�o　Oのズ歩漸に〈り，一あ辺ぱ沢筋以鼻な菰艶櫓曲はコケKおおわ岨で0　｝　う．竜ウ鑛，．腰μへつ之森乏．后禰花μ墜瓦施初う　ヌ元象に客フた．メ…9畢疹、菱さぞ婁−邊む．華タ愛嘘、言、あ塗宰暑｝くと次蘇、菖．二＞P、妥大響、ま髪星．を契ゆ制本め勢煮　所φ少し上グ、為2穿署っ．即っと探しあブ芝．道猷じくざくでケしン　も叶〃．にあフ乏．捻中蒔々休み報ら避ん剛。ああ．りば太部購くなっあ。　�o　モう†夕目い猷昆一えつaい　“贈週のまよつたのかな”と餌う．　口には瓢せな　U。−尾根はすぐ身紀こに虜バえる．ーいざと言蹴ばそ訊を伝はフZとに行耽餅　一　縦走陽（幽蓼冴、ろう。仕勿か意O木々の圏オ野褐すな，ラ曇腰がへつ蝋づ・蕊ぞ薯あ．象、蕎署参し上墨婁雪老取肇烹竃く参房〆、塔姿安裟D所の窪手諜の中だタ愈葱茎せ肇勤〜　にくるまつ《ね乃．下が造ゼごっくだっ珍．夜中に寒くて苦く蔭とさ｝等し後．雲｝アンぶら幾区「い老働つ．饗τふ、墓i蕊�o願麟聯二フ　r（、〜5b多一　y、一、帰》まー穿（鳳　’林　ゐ！響　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　ハXり｝翁uX丙ゆく）”長’悲シヤ¢『ポレ　、　、一ごま）う｛試ナ蓼〆帆劇（｛〉プ｝十よ士〜万、猷づざρ二錫ゆ』つ．畜さぐ！繧交ば（いこ　｝、脚一一≧唾り鐸まマ％え乏昇ラF5うkる（ノル…撫定禦、馨手の．薯婁嘉．f量『…　　　　　　　　　　　■E…；…、フちぽオゑげンンてきヌヒハノ　ユしそざニノノヘ　ハやガて大きQ例本宏脅ガ・りなにのた、．　ヒく；ぐ｝『（’甲【疋齢−　“　ノレズ『，』，　〜　曜，　　，，　　．聾ーー『〆’　．、て、E，，、￥　｝脚ま甚．雲ア・／Lグ尻て覆「迄祐あ壱．体姿てがウ感忌ま�oら…｝ξ−｛−…」i｝……ー峯．…量「−…−｛｝乎ー………，『…ご『，，，，5Fき…一『、…ー，F，，．：『許…ー「…『’…．｝……，』州榊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　的師β、ぺもあう．ぐ奪な勘にしみう、水の毯バ雨のような緒覚を起雰，ρ’・、rー軌た、桟《蛾じ之黎凱きζ皆畠唐そ朝集あδ控，9そ9｝“『’簡ぐ朝彼名すまし准．キリガつく氣龍〔いう中傘途、禽した、ずダメはあつ一ハ蜥廷。ざ8、水は脅浴ウず、夢と識琳て葛．熟穿無我荏政房｛｝　財橘串蟹是．誘に3テあ疹適肇養・プ、い霧身．蒸�oつと目斡他につp淀の〆、。い糟今朝の潟的彪仁っP隆の〆、、歩粒ガ動り｛ぞ2お薯易f華霧薯這循羅萱つ／δ屍謬ゑゆ、ヨで来蒼・．慶、水轡水零盃忌ガ垂礎差．婁藤3峯二醐ビ時肉を寺2・九璽ナ分乞の…、や駅《我々は薦の竃轍然ど立�o．0串試籔の噴者に召た・殺々薯まお9毒たあの或だ．あ痴泌杁嘆�o　吉一界に生え〔）ヒ。キり禦峰の糺とと池に臼く誕麻唇．と乏℃寡．∪｝　ギリ刎今にも雨とゑ身てうごあう．あ塵9！面乳色のキりの海、風λる�o』もの感岡皆以外には縁も惹∪、我々の祈季苛り繁キリにσ．肌グ、りう．�o　a径の半分も育ぎ、いない内に乃霧鍛鴇ゆっがっ珍，即がマモ9の向｝脚りにかく飢5る・職多の諺雛旨つ乏我々ぱ嬰槍の醐きを瞳煮承て・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝．り甚．（髭つあ毫レ、鯉・ぢ磐とぷ美繁蓼5」．騨　次の臼は加り門あわ準之その潔の繍処やつと装膚へと懲行琿して脅った�o，のごあ疹．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　n復詫】　　　　　　　　　　　　　　　　　い晒　　お蜜吹円遡億大笈呂▽スてあ�堰C月隻符老行く丞妻」丁署け航げ県奮ー巻あゑ抑禽遅に余2亀ヂ、せ椅物は少くする｝のご髪乞潅下暴か貧じξゑ丸勢懐擦蓼ぐよ　π立声益薯で黎萎餐クけ暑昆彦募逢首し烹．えて斥くずイ彫ガあるヒ完全髄有を、瞳山から即り得る・．」孔ば勲身、み｝．箏働値があゑ．酒さ気εクけるの憾鵜がまp争じ分頻を右畏待くか駈｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿　に行くかごあぞ．六きD冷鹸は池囹ごゆかる剃終ウ�F方の侭瀧�F分敏は�o　誘覆響矯蒙嶺手…労窪密尋く一・とが蕎皐直�o｝憂余あぞ．安舅融少レ遜v、兀ンはすぐハろ砦ヒ老の皿のなめがら奪Dしoたずりに依つ乏のも中には劫るギつぞ。水の中琶歩く�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りことはDけなけ箏デ寮¢〉だげ欧仕方なをりと臨う．噛さん！喫隣（二�d脚に行フてごう夕讐q　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔妓熔〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　�oアて熟泥9〉、グラγドシート、毛堕、志、フソ望磐、　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハケンネン玉．摂ヨ，緬型ノ、隠翼へ冬縫、各一らづつ、ハ、ンゴー旗、｛…琶暑≦ぢ二て経霧2茶貧v票吻）霧、マ�oヒしドロソプ尋並K噂の治ろのよb喰糾壬食ぱ未雰　　　晰易匝　　　　　　　　　　　　汽璽騎葎櫻（学劉使閑）鷺八ヤ円、パス蜜六＋五購、食斜島脳ハκ　　酬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ吾。纏　　　　　　　　　　　　　　　　　�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�o』　　　　　　　　　　　　　　二A　　山口雄弘　�o北アルプス燕槍縦走報告　　　　｝参麺肩揖ヤ寡、　虫ロ雄弘捷！白（ヒ鴇ノξ天畑）新箱溌（／三δε却づ冒葱序（五蓄）ー楕明（栄／玉）ー！之瀬（万、’孟，〉ー騒攻へ／！、五）ー串勇揚泉つゴ、ロ土）尽食f夢！べ／チ（！！、2）ー弗！’ベンす（銑二五）ー矛まべ／ヲ（逐o・）！合戦小塾（輿頃9）1蕪出転（委づ砂商ヤ¢り熱虚霧繕（ハ、参）ー媛姦ー犬天君彦（！o、夢）ーあ段本星（！忌露ー／、濁31殺生小璽（麟三），箔卿旧日　撤生小皇諦於（ハ三σ）ー諭脚ケ措“耀払沿死、一i）ー霧蜜小屋｛0。、！一。）ー凄飛小墜（ヨ三−三．言）尽食，1！，俵小塵（蚕oゼ養・）し横尾幽燕（・〆…￥嚢（蟹ε幽難（論�h否きレ藪（登藷｝／　　し9姿ぱ冤えない．痛ω商、全望くなり、が）萄囑疑少％の塗警民喬く．べ　�oスが｝之瀬〃ら修滋霞ま、乙延長さ猷πので予窪より人介、皐．（、着りκ．礎　　　一　く尽蝕をすキ仏せ乞茶塵↓の櫛へtまわつZ潜�oりにか〉ゐ）．水が却η倉に、名・〈、�o体吉−三気穿寿』二乏（〆く〜ぶ−窯寒誘、雀「婁褒熱Dの　　丁永璽一逡す．さ芸は北彦実安蚕芒数八り準弩基・、イ仁、　�q　橿翁殿魯釧（紬、烈にκ暇ガがゆキ＼・思．μ切融ゐ、．庭掲中のヂ町客のういなバリ、卸7べ凱空・へ・／之脅，添”灸マ言婁ゑ熟轡・ま屡．　�o奔バ款脳セれ乏P之裸のうτ資とばびえきっブ、U圧．合、戴浄一嵯ガ、並く硬『うとそろ乏ろザ少オがセバ本にからみつき．諺・の判がう蕨グウ天、入請へ馴のび之）盈明日の縦虚尼摂ガ雲の申グつ兇え9、ボする、．　零漆！紋と美し育愚湿禰のずばり占戚蟹竺飾薯�Cぷジ応　細めは即徐グ底ば！向に瞳ます、即むうに慰ガ切虞盈三時闘腹かうが〉　�o　つ〃へ合戦小屋（につ＜、小監漆．Zは摂蟹だ薯いガ、　て鼠かウ姥《はがめ＠〜　�oをり・設ゐりが急にひ疹け之禾た。懸りが定うと凝正齎に像繕εむきが、．　　諦した循聞山が曖をす尋ての碕献しに松歩早竺縮〉・ギ蘭円バ粟マ々β“｝書い菱宴y無蓼通書瓦穿つが些戎宮Sう寿3　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　ろろ�dがラに」　　　　　　　　酬帽　　　　　　　吟“■　　　　　　一　　　　岬，惜　　“一酬■rし肌甲蜘　　　　　　　1酬　　　　　』”，「がてPる尾硬のか諦9かノ向うに殖バな吻蕉’ど闘んせてーう分、は轡嶋儀心轟ωだ近、弓くにしたがフて鯨晶の切肉に“蝋山私の赤P犀「椴が鴇穿ん「》碍．木fし芝呼げポ，小履は闘並く桝兇尾逸．息前に巻ぐまぞか又時隅女かかつた！小髪φ爾豪．Z行くと孕踵にや警展晴航静ロか郁．．γ孟犠萸をどのゆ々が逆光の中に薄ぴξヒ．も手に無癒が松の線と砂の臼ぐで、色どの承孫裏し寡肌を舅ぜ思わずγ璽ッター＆叩∂、陶勢なくヌ霧バかかり下グつ賦ぎヒをる》眠ド、蕩がうOし乍ら小董に、〈ウ乏、・室の“陽に沸弊かき俄vてろに奮つたダ田口さんのはからけ、ζ最と尋の瑠屡“へ入俄て遁らつ乞。部肇には完霧．がb曽も儀避バ入ると丁屡ゼ｝ぺになハ，圧、食畢鰯しんのあむ．本ロく氷、号た駅をり暴し逃んだ。薩う蕩に奪ると融か鱗り雛し頭鷺の天気建．墜、＜と心配し7、いたな尽阿のつか承で禽皿ぐ眠クてしまフ乏ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蟻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚇　小量の内依潭と人Pぎ肌でむんくしていた，部屋奪詮くあぐうく食蝸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　怖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囲　　脈捜グり降つ葺弄、函は止んだ双霧感消え廓果先ぱかずゑらも．少し墜整たた竺僑穫客小屋菟疋．ヵぐ》の澱謀饗是繋亙｝　　これからは田朔の心がけε後く寄うこヒをちが⇔な鋤ら祐くノ＼と空・　＜。六天井かウ常念Aまわる予建だつたが飢嬢張Dのご果、蹟、P槍、へ行く　の休み猷爵轟に唇ぐ威びウ爪正午すぎにあ岳｛髪友聚凡たときぱ思拭傍　々ンづ戸をあ、けガタ。は養9乞窪りの喫巳薯父浴墨表ゆ雪心臨惹久処。蝋、｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　蒋はよくやり、肌たのぐ足は藤σ劃歩きなグり竜晒武冷、日の課上、》姦3�o　》ρロ既杁りうのしかフた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　�o窪響逡天香まご濠徽，約む瀟再題ξど、宕齢り＼酬　ときぐ！紋着そがえ立つ断を鉛っ之歩《時崔ダしは下學がリゲけ敗蛋匹悼　惨樋犬眩の他人か傷かのぎつな気じ始喬つたが、受ん斥、のん〆りし参双皿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　分妬あまワ虹下の套0犬天苛まご誘・常訟勘への通と介鼠て洗鰍新遺へ入ウ皿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大天葺と器い（岩場κか）るとド癒後し之ゆ、肇ε出た人婁〉、澱適のに償魯所　を雀フ共うにまり思Uがけ意，怠時蘭＆食ラ〔し掛ミノ隆，このへ囑グゆ霧域．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�o　慧くなっズu岸、ガ繭ガまざ（！之審曳しまっ乃膨、うく一手分依に’倒購脚榊隔岬尾瀬沼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画Q　　轟萄　匿寧　三　の矛〆段　一尽硬穫かとい・づのに啓晴範の雄足は鼠かつな、大盾那まごのバス一は、瑞をら依．守宴響、本竃隔遡愁山さウ、ライトの鋭囲の孫が明誇墨色の爆蔭ようだん／＼と行手の山，療双黄昧煤かる、六盾一永に葛く麟ば勉・フ六時繍ギ幽屡レか、時�@旅惇皿挙い．季　六盾水よ9三平峠嵐何物の璽PせPか塗中休む二としぱし、ヤ蒲水r分つρ．所尋俸、鄭、　三季・豊くぐば調予烈歩ぞ．　峠は’罷．μで遇ゴす．玉ワ‘扁｛、継　喘騨葉葦茎留ー誓ー「…‘酵榊　　−　，’、　　：　墾櫛’灘ぐ眠ハクてしまフた．．’．．畢‘へ．一響『F．…夢｝糞〆チ…，｝　　　　　　　　・‘多，【『‘筆．・〜：，ク廷所さ体．弾．　三軍豊くぐば調予ぶ歩ぞ．蘇は一馨ぴで遇ゴす．玉ワ　▼｝二￥再　　　　　　ノか　　ヤ　ヤ　　　　　　　づ　も羅∴碗蚕薩∵讃欝翼落圭亭　、　1ス　　／瓢露＼1・議！髪鄙ε　．ジ　　o　　　読昌　　、／r　　、　！　三　　田　〆　1　2、　　は運りべ豊ρのが西賞廟�@弦琉が、冷、うオ〉畏く続D凌両のせりか、湿地吊｛窪蜜輩毒表の募5か，どつくと溶け隻、ご季より滲最豊7毯遜ぞ豊”て墜』ス夢学プ叢そ客お餐甚　ハ　ずワ　票屋迄路に伴β、通、，帳戯心屋は祢憩啓し、禧淘所双別硬K言・て9　｝て割合さつぴりしマ9るこ・より濃侃平近琶ス鞍闘く蓼？つ乙．愛扇　皿　…に想徴する，薫嫌髄ジ天下，’洛の悪蓬、バ時閥会勉懸通、は読！・．妄夙午　〜　』は躯碗外、　萢±逢で底々と9意域ゼ創溺P、．閥東平鷺とい）ガ硬廷の�i盈言家の窟肇ぼ．方省敏c奮δガ蓼・颪量争に葱歪』あ擦尻孚　噸（　曲　■　犠戦｝『嚇．�hは、キ地／プ薬止まの《＼ぞの噛乏の遜融にキ樟ン。ワ　ヤニほ　丼鰹々嶽馨｛ゆ、中配艘叡9爾．ゴソくし戸蟻毒蜴�p庶ゆ碗践重」tての融「六〇�`俊泣あろつ菊鵡は禰窪置．k山穂に面（ていわ．由バ囑の三角堤p髭ふ参時に峨眠威受の強きΣ穰し、鴻は〜蟻その敲髪彬え、皿介畔抄で燭鐙く小唇｛にレ壕き之旨銀将　　ぐっとの圃樹一争嘱肌、蝦小虞瓢に賄塵＜、　犬一“駅ぱエθ＼　｝だっ陰、　泥畷養み湛総外按．」k寮　・／鴎ツ、．悟弓ε本陽の下にざづ事、槻、若洗う水賎段勢翼ビ岡寝暫誓りハ、、争分．『猷盈麟ぴ磯動〜艦嬢とPう傷拶、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞘喘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝ろう、蕨虞郎、拾噛痩嫉、芝ば劉厳鍛玄く、乎絶蕉鱒、塗中尽食養り、に云○今嫡7＼、て巻ハ＜、ユの辺ばキや7ヂ．囑燦雌欠ので瀞添ヒ脹れる裳．ヲ／トに磯し尾．癩ケ稟を縄．繋にぎ＼　めユム日　（階悠い　ηてスキー忍切壕入砿る、ルリりの迦た繭燐め、・♪の海ちコちヒ、醜だむる，群万箭く全興起赤噛、曇烈、鞠食の後出誇、池女」鵜今て輩発の振ま分岐美に、簿君3Dのぱ蒙ごす，畠士奥警なりしか越し．士墜小髪霞ハ吟｝泳み　天気が泓ウ．．ピュン／＼、飛射す，〃．時、導燦に命う、別一二｝一．イ6ヂ槍の闘に合いでり�nので参心鴇だ．パーテぐユで俊撮，静七，　1℃甲石舜鶴　　　¶蝋　　−“�o一’櫛畑，，脚，曜が荷物ヲン　電暮孕艦武しρ、旅な踵、口立公圓の一撫Ψで勘うごの慮にこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畜　　　　　　　　　　　　　　　　　　二時旧瀧ゆ七　宮財モ冤峠　璽半，｝胆、万・変の窃鰹、餐に禦蓼多定εづた汽車噂割便頃征懲葛円、バス槻（蔦照を含む）修裳爵辛頃アンk←、コヅフエル．9ラ》ド〃iト　出刀＼　　　　　　　　鴨■　　　　　　　　艦　　　　　　　ひ「｝　　　　　　い腸　　　　一■　　　、珊凹凹　�o−噌臼　　｝卜　刷　り一’Ω舷，　　一鮒■瞥煽　　　｝　　触　�o　”榊晒「’鞘　　紳　圃監　，いや｝。コシツづ酬芭田中将到部報矛一熔菊の・』暦頻に「ケ駆ンいヒ云・つ名玄？．瓜あ�堰A課が蕎Oたにして汰！うも箔ガうますぎう．とコろガ威尋編喚が岐の定へ膏つ之蘇げ奪く、あいてあ《骨煮出蚤倉合μ穀云台もの£めくフてみると年ルンヒフいτタ婁Gこあう．そ慮双ど・ワ並一蓄齢長てい否，†そ啓去て墜芸、つ翼・含で始つぱり葬判　守▽ザσp・・、■a姜蒙安景軍吋尾県霧轡整の窪神島沓く「愉�o倹肇辱響たこ湊凝憾、りむ蒙是李ざえ県8禦p沓奪鳳と壷弱UてUス蟹所を児うと領ぱ大袖小屋分ハ臥、の大蘇頭瀞ン、ゆ汰んe柁侮し応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毒に選．ρなP▽Ψや9・・　、　蔭縷乞俺測と同いが逢うか、今励の少行に信弼円政だかりと輩っ之切、符ε捷ゆ奪U、釈「勇ヒの々論は一あ宏り．雇．駅、嚢達按どうレ．て祐つ舌合Oにく9ハこ仏が．　役鐸すの云合に竜一哩あ蓉が。Ψ》γq　・…今井君灘但誰につUて　　　　　　　　　　　　　　　　二E田中醤剥　　2の豪崎は伯人ぬ脅のもの�hあうガ、合晦今誇凄94ぐ琢く叙々全郊“ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　葵の夏楢すべき美太O盈る琶めがあゐ，私は参物して9なくて輿帽喰よ　�o　く瓜刀ウ鷺・Vべ、爪酬人が傘根へすむ�C足に一ふ紺�且Mき幽しを噺アセ轍髪ηす昏、』戴9　皿　は展つ鷺垣素があうか鑑承呑いがらそφ区裳源迂・ワ醸よ・　　　，　　　蜘ハ軸蜥榊吟［｝，塞5ま3ずー蓋のξP葺『ξ‘き3置σ，∈季三　　　　　　置き｝3ー，自｛｛…君．卜P‘『．鰐で　。犀．．，信．多〜｝．ーき，Pート，多｛・・ぎξ・ーf・・亀話　東霧購艇冶．　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　、　　榊　ハnニナン日へ”輸）爾議変、髪、罎セ、蓼怒慢薯饗、繭3繋黛異蕪一壷饗に霞阿ε見．霧盆、芝人ぢ蓬ヒ菱し藁壽憲会、一　署伊多穿山猛銘のパーヲイと犬に下う孕にす参、全凌ヤヨ名、ト）ア耀ー　ド今廿蒙トのすク�d灸ワグ林透ざり冑潔新蓬災参・本谷癒鶴附岬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　》蛾κてタ立と客bノ五蒔・牢のバスk耀ハろつとピ）テ愚甑瓢ゲう，しかレa魯小�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　迄雪かう縁惣、倉、泌台滑覇矛−療曝斌豊瓶に《今昇バラ〆登芙い、｝スゥツで薪棄蒙魂窪誓膏盃し議』露署驚配　禰眞β瑠中袋・粁諏助盆あ界7ザず蓉葱茅臼微へ急鴛羅商窪夕｝　ンカじ誕覆送き眠鐙ざく養褥パス倉参奪酪のバス襲壱り外田に露が季貯…　2貴げゑハ流怠鼠璽ぞ��ぞゑ駁都に臨玲然報孝患なくだ月｛閥つ都み�o　竜φグ報、巧と蓑取つ声、賂みザ、覧癒にも九饗一百帽曾ζ覗斥塑馬生、笹磐が一　暫・たにずぎな�Aた、；つ今赫属あ体も璃々快傾t《▽言ば峯の｝　　．てば簿蓼あk��雪起退登脊墳ε弓釜章究　　咄　り　樹朕威パーノプイ　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　櫛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　コの建暴の激奮累拳父置導象芝いぞの褒、今｝　　卦覆の傷合、曜のぺーそ乏の体力之ぺ三ブィの航疹測幽未京出承肺　　鷺揚＆黒葡しブ、含固しためのうレU．〜つ〜の．全テイ分性旛ガ｛　　異うkに彼にぽ奮爪狙残學包ペスに臨に合う旅ゼこ《急鼻茎汝箏二　　絹禰鮒K及拓さ越だのでは愈グ？つが、｝広りの賦痢や薦との闘延（麻　　約士さ蓼繭しょεこた、餅スウ易し疋激め輩〜勢含　　　　州　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝉　◎演、遭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伽　　　挨置の冬慧覆は川擾疹めみしか尊くZ自強�@．新酒晴邊へ蕪鳶恩蝦にτ嫉しが榊　　弟汐葱oだ霧昧まだ殊透の諏浄につ2＜自オOのがとに較して鯛ぺ4、いな”｝　　バVつを、コソ纂4転の∩つ、つダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細　◎　緬脅の不眠　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　�o　　　覆搬酸たとにと櫛素φ寓小量で藏しその粛熟眠の東圃で、ゐよ　ドにしレドヨコドずしロじコロドロきじヨきりずコドずし　ロびコロドじヒドドしつロロロドドじヨミき　きドぢロコドユヨきじチぽじしロロロまき　ざエそオモロミロまミそ　モレヌドきききヨごきききロコをドききレぬト繍師一い”…萌晦剛�oウご愛を峯で　　　　　　　　　　　　書嚢妻藪髭登薮慈鼠§趣群索賢董に塁饗ウ雲く篭塗冒霧勃段コヲゑ略鉱うCとが多Pそクむあう・威嶺一火出ガ凌絃さ醜るど玖尉．吾，ご『観墨江タk　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�o�p｝ーー｛i｛；｛ー鴇「亀晒　の不嵌はノ璽K塁ぱかりぞなくヒも葱脅目の寄勃ヒぱフろZっ亨つ・　牽は虜然的な導のごあ幾，�結O顯鷺醐艘．長ビぬ醜た窟を鐘ぐ歩行し匿．、、、留竜パh昂戸一欄卿　　　　　　　　　�o　　　　　　　　　植　　　　　　　　レ頃　　　　　　　　い臼　　　　　　一　　　　　　需　　　　　一一　　　　噛”　　　　、鴨　　　榊　　’，一　　，“レ　｝陶　榊”一富士雑威　　　　　　　　　　　　　　　　　　三α　笹　野　幸夫　蔚くっまウ奪p鎗矯がか，う，こ儀洩磁士山ぞ、．あ虫のど．こ毬刀｝　が昂うφだ、全く魅ヵなんて窟蕪だ、殊に器激の悪o時Kな、　　毎陽、覇弊涙冒漆の弘のでなく疎、つ乏碗在、自奉軸》番高Pの臥淋藤「箔王の釧吻蓼りしu、民鄭簗嬢の糊晦弘同迦かの尿だ碧鼠竜葉止さ爪，ている嗅ヴσぐ・暑駕本に登つて難立しづ宝喫斤、と窒ろで認玄にぱ畏び弍　い．そ京に伝迄三老六家が根国の愚高で喰毎と言三毒備奪駄妓　め《八蕪譲の雰些踊の肉K角してソκD潜のぞ、しがし閣庫に於け、　む餌撒窃瞑岬と参うと二うKせりぜ9魅カバあ含の貯うう．　態と賦世客肩麩望窒な…�dテ武火出だ，肩突双末ず数肉の嫡、楓を二　箆参が，モの爵尉即はゑヤ九第五ヤヒ弄、大工皐であり、・名解鴫　穽述後履乞奮，之Dう．そ肌夙琢二脅贋玄旨隼と云り給の，麟火して0ゑ）のげだが、孟は吻く嗣ても泳沢μ烈あ喜淡して爽滋荏鷺Pの獅は琳る鴇鉱形の菟のを嶺すの哲あつz、火嫁から矯座事鼠た疹廊と葬残ト一欄だから、pっ藻溌すうかわ翻ワなりと云っ之実然嚇火す安三糠勿論な�o⇔疋登穿診入は斎燐えブ、い之減し0緬のだ，お威嶺契虜達愚試叩…薮雛雛磐編雛纏糞範縁篶轟灘縫駁疑葬咳騨誌雛罐翫騰腿饗臥購灘薩蹴鷹睡轡濾臨隔麟渡終瞬麟檬麟陵懸階瞳」ト重9ギ…産｛ξ｛［ξ器鮎……ーー…善雛｝｝p琶｛i‡ーi。−｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　酬朔矩難誘器瓢畷譲罐獄恥暴露鍵灘｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　脚かに甲斐駒々ラ婁ノ塩の．〆ビ巧げぴ・ムクた寵玄泳向豪尉ぞっ驚堺京φ蕗　　々り見る震士、殊に而島めノ！彪がり冤多臨ナ怖益隷だ．�dグし酋嘱煮湯噛酬士とぎう霧纏冴蕩φ方グ塞霧漁諌の単薙がゆ眺あ島婁な肋剛疹三p＜家製轡募啓芒丞疇名孫告天妻ぜぞ茎惨・．　婿、ではなレ．この罷士山、Qご蚕ク《冤映ぱつまワぬ出であう五合め　号衷では滲集拡彫害擦u、少しは輿に未冷髪ぢ気分惹要、大　合グりど蜜ると看ぐ赤の着むばかりセ虫に連礼の鍛が珍く麦ご曇肩ヒ　ヘ廣りつ繋くいいかザん，O勲にをう、はたして天無脅も慈が2絵うそ醜　こそ悲勝・、箆えるもφぽ広之し奮く疑く岩肌峯務のぜ導♂あつ3．　五塩目　¢は天淀界の虜だと云つてuた．しイあうと訳と孝名の録依気しなp蕃鰻鑓薙赫触融灘蠣離蕊鍵嘘盤，ると衛緬の1！，！喬、ヌ凌差丈で苗お金εとち帆たのに穂びフくりした、｝弗小垂の喬所常つ＜）休む婁よろしい．今劣行盆る入の参諺塁丘　　嵩劣轟俊毫さ馨ク、鐸の嚢寄墓く夷�a三蘇露認編鵜殊纏繋離転騨雛蠣綿墾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ね　、｝｝�o一ゆ帽碑搭蕪繋鰭翻籍唖鮭鵡難避脚｝｝（16）§箋窓蓑訥菱詫ぞ？っ、．しかし塞苔毒暮一婁、お多シ、嚢の乳．ぶ凌…と憂るのでなり牽敗国鞠の幸集准、、爽担ぱ鶴．火ヒ長2丘あ隔喜気天“““の・破ダ西壼与へる．しがし人闘が二の玄虫の饗聡左凄、けていつa漁．、泌渋Lて岬蜜方潮に剃網煮耽ス火凄力使腐の塗も痢ガ飢よわとしブ、いう、しガし僅ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ等、2っ塔奨婁難）］1広茎、量’峻評再〔一》）ジ、しきハ、ρ　　舳下く言，）てし誕墜蕎霧楚蓼の考らザ、あ曜奪》ス懲剛」聖…蓄§，i……τー、7｛F耳噂多き．｝冒多i、…書雪孝ー｝…〜’ー‘，、，モ3f轟『一222壬ミ，…擁…レ�fら蚕．義目睾誘留手翠心と参藤議急軍輿蟻お渉霞、�o　　　　　　　　　　　翻　　　　糊“�o健に孜ンθ一つ一怠いる〆｝》｝は冠畦ワ戯な・．、　　ヒ愈み．勺潔一．祐訣女、進豪寺は鯛体と』父そφ人部分4λ虫−構駆ざλて�a∂．、て二ぎや」、凶｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬ハ�o　現役OB懇談会報告　　　　　　｝｝　　　　　艦　　　　　　　　　　　　　　…｝　　　　　　p　　　　　中臨澗一決飼一蝋　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　甲�o　九自九日隼喧一【時より扱邪はじのての0らと覆仮〉あ寒譲会を石赦一…皇〜斜ぐまウ偽　　　　　’　　　　　　　　・　　　酬ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ…“琶野キ獲プヲーの旋拶も．，全曼の簡摯茜ε紹ぶの緯貧曼建会｝驚淳飢夜、響陰書針、盆麦蓄各竃建舟客三�p∞〈寿輿創に封叢事岨塗，さ尋か鷺茶藁、名はあつ竜反，諺ぽ沢々ζはず｝還憂よ騰癩響ど、暴蟹し、萎岩衆⊥丁あ響、鷹ハー．9ーのウ峯貨搭専ー：［管癒嚢護さ奮、蓬釜嬰寄妻塗一｝嘗霧ま謳、美響因て谷盛オし犀り洪、塞に窒豊麺券ど…｝クかガクた．又今後φ誕倉象命時の部の行孕言どK径ρ、ぢ蓼心含は9しツマし職筐最がら艇役彦の　霧・ま逮宅嵩し、痩あ冬莇｝�o　畜、繍等蕊引、詣干募頬ひし、農繁t乏．　，　　　�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　ザ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’蝉”一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬r曇』｛…！垂｝華…↓差貫多歪〜き…＝暑｝…；ミ…多…｝…………｝、｝　｛歩釜’乞毒｝葦［謬、犀篭監一丁“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二3．　索林　h沢　桁　ぬ勺　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�o　・界歌衆ゆ蕎砦膝あいて将穏窄膏．といろ雌噛虻つPて浅｝えてゑな｝どっv）一、緩“寺の由径の歩ざ労は薦の塵がガ藩謄塑く鰯い徐すぎる、券K勲む乞愛陸倉”　｝軽b俊物のせDが足収が纏ぐ旗9麟．う蓉のであ・？つか、件蔽ど悲山に鷹訟鼠た人の足眼りの彊曽ガさとはバ倉璽つ尺軽さだ。妨の厭ワ〈ウ鰹、く罪一く雍・い《も畏腰爵闘の煎吻含はゆずグロリキー貿蓉う、ゆ幽陽。翫偽しそ凶の罵、�o取けは〔歩｛ゆガ他胸にびっ赴りと矯u定P喬俸璽・杁嵐冷に毘黒塾鰹脚に掛っマU壱、即ろ逢象合俸双絶ゆ題にアいマいる職、グ鼠9、巧尺嵐に民べて敏辱の足贈健蜘かゆ繍ずく戴蜘戯婁潜職泰捧よジ悟・敢えヒ俵響、至測椿塵戚が靭�hる，俄荒でつ9之え＆歯ぐと窄・く顯労すむと同、時嬬脚の漣融肉ガつっ之き　｝乏曇綬きかしま怯虫K行く匙め威泳実ゲウ行であ箆ごのため色々と…歩行にクい之苗今め体鍛9．まとめた。ヌ歩行にば臼分砂酉申Kあうウよ鴨）？の璽心も紫融紛に・解行に渕醸即ガあうζ懇な即らリユッヶの重贈戸産臥」にして歩げぱ鋸導暴ぞ裁ぎグ、のと歩行し辻くいだぐ2蟹紺き諭＆だ｝け瞬より菊よ．残の劾風猛褒、幾よPと思う、家尋の宙貰物を丑に当け養績｝は下にすう．・ノ」よい乞罵・ク、そウぢると塵蟷、に藤く獄じる、←芸κ歩・行必　皿躯常ヒ嫁かど．φ．完、つ々！K盈じあ、争嫁夜労還キ、之体ん（し必依．蟹しな9梱季，だ、名ム考程ξ婁て卑留て要お時耀ノ遥ぽ詠むヌパーτ蝸資缶に行く陽疹、蓼診ガ種、潟夢、佐双養し9のを．烈を乙し乏．葡導皇塑�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ嫉俊に奪ってパーヲぐ〜ム風鋒に葦鴬ヒ豊諮ε掛、け・∂，ゼ牟り体の調卑、忍　騨蓼農亨芝毘豊老驚駿馨、坑鉱諜霞蒲烈　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い♂のゐ》．　←球ぜ奪−りゅ糠、”採く菰”ん一ぐPる“）驚非醐mにつか肌が冗かて、熊｛る　＞・、琳3，肪い　嘱ぐの丘ば？�hぞ矛り与�c惹真て二懸緊位雰乃蓬、乱、分湯籔と置濠にす慶非，筈能巽彦．渉套歩素登思う茅一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ．．沫渉き揺物綴液沸ば疲枢略津縷納繰け逢レ鎌礫’塔ほ」4譜〔ー茎…ーーー…ー…！ー』牡擁縫織鴇緩纏翅際獲轍躍鴇注．ξ』哨る孕なく歩窒初乾終り始同e歩璽�d歩≦、よりy、思》潰傾．い突る一掌こ《は疲考を濱費易）．歩幅は放可く蕨く、即ち淑綬K歩かな9さゆつく・りと♂歩毎砿体重＆八ツギワど足票合体にの辻て歩く、又堕紺は腰にが“・す台とよりと慰り．由は平態で奮Qφだがゆ測ず登弓磁ばなゆぼ9“重菰糸否文濃熱膜にす識にぼ鍍の巽に、一諾ろげてはご多なせうか。旋づ一塗ヒ特にゆクくりと歩く、灰して急矧ない，散が急蜜猷ぼ歌象ぼご�o…ゆっくうピか般に歩く、二）ご積啓ぼい人鼠軌免で歩く旅に蒙ジ非鴬奪恥．霞脈を懲αる．矛二とし之艮象全夢乞．縄曲《しつかりとつげて麟ぞめ，ヌ脚、瞭芝痛め瑞く員ワ報労ψ豊がに．谷翁オ甑なO�S寧つか、下蓋際した牽行にフUての舞しε鶴ウ孝隻　　　　蝉一麹患老．窃翼霧嫁警裏茎空憾全ド養庶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蜘脚紳窒腰ε申響し三歩くφ拶鋤毫腰蛋歪矯に移勤亥雲う丘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輪猟登るにぱ時餌拓勧力》か〉弓・だがウ余耕な勤カヤ爾ひずに吻介の勃力・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　マゆっく）亦縦K歩く、ヌψを憂丸ばゲヲ下ウ瞼ば奮ウ君p、【丁之戻伸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　榊蒼編特鵬勲恥籍練縮喉鰻携鞭繭耀ピ雛綜�o．義気§あ霧揃承ε起す零τ乞蓼心ぐ珍あ曾綾奪い達ぷ轡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�o繭レ�oサ函警ゆフくレと砦護Pと旧触いま寛以と驚の誓譜ぐめ踏履々vへの性肘つて》廷B知識　　地学教室　　　　　　天気予報�@　　　　貰¢笹　｝○予報術の看隼　　〆、索媚蒔代　　　案激的森予建ーむ理簗ヒ祈静し后渉、豆風　罎乾時�戟iヤ去世詫喚凌じフ…（州｝一野孝糞帥　一固卜占の速と爾bたリオ象↓の・輔へ鮒）O吻甥の光敬ヌリチト・＼木．ニノ、，ζ7イ、，多5￥ヌ曹E歪，ρ5．〜−講，；」…，．チ’i｛妻ー』｝婁…毛5ー．レ．畠．f‘帰繭蝿バ幡くのは雨の兆猫が顔を洗り翼似をずスみは扇の兆興の葛く眺るのぱ繭、啄pの緊哺−池中の曇鴛とガ水殉に出て卑吸裳しZPると繭双近いハコベの隠ガ閉ガゐと粛樫の小の櫃渉が鍵参と而が近0沓治が汗をガぐめは融の婆鰹轡ど糊＆）髭）柔いのは雨の榔蝕む双奈凝に着くときば晴、講農にと猷むと昏は繭痒家の難。嬰塑直ぐのぼる時眩隔．磯より下に奪脚くとぎぱ融の藤◎翼天禦気娼3｝｛，多3ξ…｛｝菱蓋多多｛ぎ墨…ξ手ー蓄5き勧ー4ー屡！　｛　山が遊く疑瓦れば購　ロ　タ挽ば晴夫の兆　ハ，痢ほ烈ロ算ε被をと漁”　二　光蝦（コロナ）め雨の腿　爪　朝の虹は’痢、タ万の虹は購”　へ　星駅チラくず毯と爾　卜　努の細謝凝なのは縮今藤　チ　麹看め感・キヲ圏えるの臨繭の轟■リ　谷叫や泉の意が判？きり肉えるのも粛の誌　ヌ循雪盈聡むとキェ膏ユ壱ガす肌ぼ寒くなる　ル　淫ダ�奄ﾖな姻くと雨、頭へなびぐと疇　オ　瑚雲ば鈎の藤、（懸警巻懲髪）　ワ　羊雲嫁爾の眺へ場稿蓼）　力　竃夢ぼ雨の胚（額蕗唇）　ヨ　綿蓼球購の穂（娯粛箱雲）レ酵繧織醗綻縷毒ー…ー……ー｝q8）一　　醐　�o�o剛ソソレ、ラナネ笠雲は爾の諮虐モム童刷）ヒ隊う奮P．画乱は目薯まゼ（爪・摩）爾『乱は�u療飢で止む〔一とを知うな0、禦の胤・は天μゑ瓜悪くなう（・冬漆）便所々下承寺の莫気の規く穿るのは粛の躯、、二旺らを暑δて）るものとして　ヶ猛繍圏解”宴鷹花罪へ翻’℃五力、）囎月道人毯　”民爾聴爾倶鷺”購和回穿く加乏乏V申幽敏房麹等双ある．（コ砒ゆは、ほとんど碓κ夫な繧顧に瑳娯つ、＜燭の”乞あるガり，いて’参照さ欲段り．）コ“シ、ヅ　。フルFーお　1｝毫、帖曲尚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニム　笹　田　英　溢柵〜蔑温疹虜響謬る．存卑のあ審の餐p、）郭−、一，““　冒擁日の出十六同に釜沢皿銀就まご霞εへらし〔々ワとのこと．乙毫どりっ今順《ク飯9又蟹まぞて何さて肌髪食．象か昆とPうの、｝あう、その覆…協双ヌゐうっZ）壱，その肉の湖時唄地う篠ぶへつZうゴけなOといつ酬曲た目，2はげまして凍気逗くまご盛ハたガ曳何と『目分も”酸烈へ・て錦切け“てり曲楠も奪い、バ、こ）にいP提系宏あワ五．�dが沢庵をもつてDたのであ為め鍔碕の、、甦も草そ霧に饗クp之�dヒノ一人し曜、ス髪ポリくとが　ぢ9奪がら頑振ってUたのひらる．ガ何分に苗のど騨かのくのご水をの�oむ、奮派を誉乙丞客らソ＼ら魂劣．つ碧δ水藝ノ駕蔦酬し膿はひ巻．災芝酸の翼合探衷にま老きてつuヒ腰夙しくく乞嘲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝τ｛「、ろゆ蓬努墓替疑、発とつめを。套の藩化暴い一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野pだくな2宗歩．、，そして食肇の陶．煮εしを奪eはよがつたの．〆羨、迄｝唯からはものすご＜Pたく奪つ《渉た分ど、糎＆師に璽奪グリつuに食�pべ鷺かつたのごあ跳。，戸、一》Sの揺鷲轡の、ためヴけノ＼�奄ｦζあ、文〜穆脚癬ゑの’協の万双3よp少ししか食ぺ意かフたガ葡訴・出し七φば累く》、』（．ひ．ン・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かβ．。がづぐも求の、肉ぱケけどご℃爾．硬の心もとリ喝とす陪、天榊ψ食蓋の℃あフ払』6ぼザ、し・ぐ亀冷“し遊、の．γ秘墜｝り廼〜骨喧｛〜う〜いるカガ｝あ秀、”訴・庵は山に竜っ7、行かなP労なPいηと．憐、（ノ赴のと綱菰にへ＄鶴）�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�o／嘘剛杖』c笹野勢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ蚕製豊糞鼠留湊欝参9ヨ婁訂傍尋馨飢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。しがるに砂走りを下る時は、ζつして泣畜援さ、猷融鞍、釜考疹じ　�o　燈る時或は珠めな、所ミ惨く時は窒べからく担ぐべし、轟くの時の授堤’叩�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へをぢす委ンプ帳駿デ、くをう、だかよく箆乞ぞ9曇奪のパ尺旛滲、｝“u．嬢肇か、禦含時，併か環辱に似た賊を餐け否斌、コ猷裳巧みに鴇りる�oと卦莱にゆフくり蔑學κ東吠る、と君うのぽ合剛技電後に痔っZホームの　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ畏蘭列≦列K．並んでし窒つ施人3丈をオ秀ワ逸断：、，，デ　榊チ・−多マンヨん婁斎蓼垢楚め玄甕覆努、皿この拭象κ符つて帰っ《みた烈、砺邑き疇所K〜窃労、ふ気念にと勲壌部．屋�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ3の偶〔互てか斥《みたか倒猷《乗憐（う、とう／宝、思いあ表つ槍同隅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鼎天貸ギリ凝焼旬乞下に』．っるしてみた，2眠は忽賠勉徴の聞々に跳め払ゲ肌ば　　　　　　　　　　　　　　禰磨9盛庭っぷク、雰爪に吻千しKなるし“は　ー−『「「　、　『一，，」　　　　　　　　　　ー痢場−　・’一嵐贈榊　　　黛購締ξ，一へ梅嚇ξ�o｝iことばとはなし！爵　　　　　　　　　　　　　　　　嘉墜由中　　裳　あ昏部釜し崖調嚢再φ誘昇す姦希婆意き凋t菱ぐ、庶　たが、塚下受肌εまとのて融よう，中で妬「ブラケ方器しノトとかひ・｝鋸ぐゑp約塞の人が閣く秀蟄もよ募張乙あケク，一爪に舛して¶　部内紘1、の樹9ドグー制εと醜しとPう鯨昆があむのぱめっXbちと思　ケ。叉算稻蘭巻くキヒバ、こ“とは別に『慶々の部会がざわくしてけ　るのに肉ロす奪レと云う、おだ望か型の入寮その骸俵に「渇フと肩穂鞍k』熱健」と窃に訳留・会労桟ダレテルゾ誰と．とを勾全σも部ε　理解し寺つを、〈℃ばなPかと思りが、一駅に始まして『煮覧あり家せ5　ど箔O（Pうパガ♂番孝漏なのごはなかろうがマ�`他のユ惚風》して亨冬山道堤藷ヌしろぎとが「冬ぬ番長舅Xを彦垂簾すむ竜のなごと　云う狼送計諭倉鮒な箭箆が厨例的であ泉、η承は謎笈蟹む毅六の勉　のでめ乃、ζ懇ちだがしがレ、倉針σ係双争薇�pとにゆみ含ク《Dるの　を壱尺るとあ害冬気蟄、ど愈つたり、ほえ竜りしてもう0たくなpど　てうであうう．鰭に二、ノ蚤郡の洛動を必ぐ夜内に毒伝し盈⇔」と哲うのがめつ褒■警・．蔓おのよ書霞妄喜号落喋斉層窪碗在の少人教の琴膨岳部興を考える之、発後し？あ台ψ猛謝κ始行蔑つ、　吉9〜碧像し、斑糸ため部環自う蕎の傾砺光隻の惣爵ε蓑す＆省を出　に諺ひ出し乏勿．けたσ．し記ゾし董搬誉っ誘交必メ次、鼠はあ．鶉璽黛承広に糊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蹟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髄忘戯．個人山行　塔ヶ岳　　　　　　　　　　　　＝E宙中将去旦’すハ甫（凡砲烈し）藻沢ー大禽尾振ー跨ヶ奮（’5、5V五目二十π目（主獣ε断念）齢り巻−鍋劃加ー奇本沢ー茨渓〔参釦）　一荏田中（嘱）顎1｝　　　　　　　　　　　　　　　　二〇掛田傅え｝�o六肩二＋五日麟…齋（・、｝三、ゆ．）、暴へ一噌．．）［盈蓉く二、｛、【．志客。￥ね口盆｝合盆、琶）ー灘と俗歩合�D3実、舌￥甲蔽9’、。εー奪蓉の碗脚つ’を、〆言！面、ρo）⊥ニツド）ケ（面、言）ー舅狽（乗ぎ）隻倉汲ひ券・）�o〔パまブく〕　二P長崎、対竃…【驚一幾t氷円（接）商六由氷旧医麿沢　〆一＋円｝　上高地・面穗高爺夜奪亘け師　　　　　　　　　　　　　一二A神島｝郁｝℃皇早ハ旨籍炎（フニ、9v　ヒ目二ず冗国拡交筆・去智Y島又杢？至甑檬河重藁套五⊥；ε憎1面穂山葺への禽へ二，切。）r屡彊く面、o？面，皇）f薗穗山轟（璽3｝七胃三＋目　面穏山藷発（△｝云Y独擦ヘハ五血ー究，蓄）イ面徳賓累（ぢ、6瓦｛、9Y狭噺標（二五？三，ざY面穂山荘○二．切？面玉）t上葛地み峨く面’三）ー遇、藁旅饗塗（妻）壱難（蔦−）　　　』�o七日“、一＋一聞　　　　　　　　　　　｝ヨヨドコヨきドずきまドヒレヨこヨずヨヨをこきモきどヨヒチきロモヨきモヨまロききロモニきヨロきぺもばうヌきドコミヨきぽユトぎロニきヨニしぞロき　ロき　ぴもド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　滝　　谷　　　　　　　　　上’〃藪．2，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐス自樟纂（ハ三〇）ー上高弛瞬抽池尋適蔓r河重備発（天．3）、1簸ぐ貸脊葦ー八五旧）ー松本（五、＝孟上笈．ゑハ〉〔疹拠ぺ験〕　三A神島外五粕［鷺購〕新箔ー権が（学劇像鴇）律後ε葛二す田拡漆虜�t筋々（吃善写ナ五憐、島々．桧苅重矯へ吃遁）商訓ギゑ円、碕胸代二＋ぬ円面穂山荘く米持参．9食付）一言o陶　臼種霧（米符参三食対）禍そφ勉漁鴇　’倉舛　　　　←■　　■　一　　｝『　｝、　ト』榊、初o々閂モ画爵七ヤ円御岳実笹・神ア岩（臼野芝　三A　神嵐　　｝　郁　ハ目＋五日　立糾教ハ℃、套Y卸哲駅（ハ、六）ー滝漆ハハ麹）ー御楼禰祉く八、ゑ9互孟）．ー異の院つ一．oゑー二三〇）ー穴塑山（三、言i三、琴）〜火ダワ（雨、三3　り神戸老〈三三Q去内棚σ）ー犬沢（尼、6》／李宿（スヘQ・三貧畠岐五　、日布駅（界三云上九、石〉　〔参加人要〕三c高鳩、三A禰鶴　他壕名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パλ　［蟄痢〕藝荻窺f御岳軟（癒漁）七ナ円．本痴ー五自車　三〇円，菰胸布ー翫蓑窪五今n　　倉計西五＋固恥脚転酌歌川の旅二ε臆中‘格劃　ハ自ヤ六日（晴）｝蜜偶く参孟−三・＄）毒沢の麓含’、叢±三芭〜時更一5・五丁野｝頃奨雨一一五丁痩肉磐五・一9募釜Y’本輿天、五？巧智丁絹�o久保分岐（ヌ．。D￥嚇久奥｝詣。Y叡雨レス天，。。）岬　ハ旨ヤヒ巳へ晴じ　チ曜よoハヂ骨λ沢鞍察（9イム舞））　ー，ヨ｛8f・75．．．垂図．．．、／翻　　　　、ーー…　　　疹441〜｝｝漏鰍鎌側諺華　　　　　　　　　　織　［二繋壽並遜　一　　至牌峰一△灘》酒〆　（二、ノ五ー三’二εー砥沢歩合（一回、・・）ー燃澱神社　（あ・蚕）ーB橋へ面、二〇）ー珂掬（面、糞ゑ）　戸参礎ゾ　ニε煽津（将）紐三曲隅嚇き　嘲・1≧・・…一罫多〜i’・｛、　1吋A　｝』、、い罰　隔冑A『別　1　　　　　　　騨　　　　廟螂−　　　　醐　　　卿一葡等〜ーー…，当ー、、、嘩、剛多蓬う…肇…｛｛多叱｛ひ｝垂…5重‘5，薯毛ε畢孕…，．，岳ー，…謡、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二鐸竹内　　毒　よ野売（一三、三〇）ー二合〈五，万ー五、玉）…硝黒沢入り盆面五）〜朝食（　五五五ー六、二。）ー臼寸ギの竜（大、一モ）1小余蝪へG、かゆ承ぶ喬く癒台潔　七、三£ー彦．頓へ八、’面〉ー谷蝋云三角・要（π一δV；繭上の小盈（π、ニムーπ、｝　（三、9ゑー三、物・）1嬢回補祉（；ハ、吃）』〔舞（隅冒上瞬qー土A惣へ住僧へ〉二胸9閃　働“上小一皇泳「照［茶ハ�兼�〇円　〔参々ロ亀μ　二“竹肉登二循繭玉五）1宙尻沢へη菰五）ー天補峠ヘコ、玉）ー天禰小余遡置ヘニ、魑9ー尽食�o．黛毎鼠（三噺飼休息）五Q鴇　　合勢　三一Q円脚　（ス・；Vーキ即ンプ弛為公ハ、蓼二Y就庶食・、6）　本（天、亀〜｝六・玉Vt五日痴釈へ∈、ヒー∈，佃きー立墳篭へ只五敦）　n参カロ畜〕＝ε頃中実痩�t尼外昼午胸旧怠蒔々惚融）　　　　　　　　零9　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ｝起察塗51丞飛公皇。）痴鍛弗貧す詮⊥1、呈vー⊇，コ一−一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　艶　三，孟￥鳥睦奥喜彦ー虹養炎一一｝盃ゑ⊥回、2）ー森田平（面、一一。）一ー簿願輿而豪よ鵠。検憎（面五ゑ−葬／5γ喬（三傑Y重｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．｝ド　佐　灘億￥描　由と鉱7辰の衝へ反人宅〉塞奏へ六．二五）ート7ネル（パ五ゑ）ー天臼錦皿魯〈　七，〇五）、磁蚊“監魑’泉（《、Q五）i廟矯団（穴どδ）ー沢で小体弘甲発へ五、鵬a）　ー大紬鞍儀儲（万60！δ，五ρ）ー朧スニ、五ρー一二、［δ〉ー上日拐瞳（三、9五）　1雲峰寺つ阿、三〇）t小協衆喝（玉、一ゑー藪山（ヌ、シ。シ大、五�t）ー初硬縛　（吃、玉）1財之鉱泉（訴づε　〔賃鴎〕ハ王子ー袴麓讐二〇〇鴇　局黒樋循（二南）琴タo声　　　　お茶！o陶一、　大菩隆峠樋嚇�oひ｝蝿ハ畔峰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚇．　御繭山よ，御嶽、五臼布へ看亘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叫＝ヒ　田中　　　実　　　　転，焦幅＿＿領魯誌｝ハ肖二玄百（暴蒔々晴）画　立揖蚕八℃，ニニVー峯周〈ヘヘ凹o）パぼ蔭…へ八、五冒ーハ五ハ）ーヤニ鐘卿旧へ九i六ー｝．亙響濃欝蓬雀（二，1五卍，／一五）L綻露（ごイ究七）『璽胸！一一，｝　角嚢へて鋒、・み〜…，万）ース翼、夫ダワ分眩へ面，！玉）ー火ゲワ（五．2ー　ヨ．’ρ〉ド大鍬山つじ，。。Y山の歓へそ．、〆ぞ｛ジー9Yマ淫易萢｝　　　画　　　紙上かイド　　　　奥秩父の山小屋〇三峰山宿濡所く三峰神社）鴬住、二自へ○雲取小肇（雲取螺比方）　一常使　自五†入○墳取小農へ雁峠）廿三望孟暫饗、��　　　　　　　　　　　　　　（御i＋月〉番入墳人　Q確狡厳小后ゆべ雁欧秩匁剛新遡）今象−より番一人入（喬帆）樵人　O甲武僧小屋へ甲訟偽造象側）駿期番人（湊栂V五十円水寂に貸復ず分駿す　○大弛小肇（囹師塗犬恵）無入ギゑ〈．爪新庚利冬期不可　○大旧ふ望へ金峯膨大溝省下〉蕪不デ入底なし冬朗不毎水豊茜“○安憲笑す文箏峰嚢謝蒔厨署濠黍突衣馨し　O飾本屋へ甲、武債量輿の沢合猟栗）寒入ゲ五人　○篤壇小髪（汲瓢皇坑霧）無xザ人、○挿小髪（惟吸量中復）　寒人ザ入　○麿録兼（六蓄薩帰纏の井沢療滅〉常倖斌人，蘇蔑る、姦泊葭円伍　○大菩薩彪くレ百川峠象方の乃の窪）常像財ナヘ象欝窃円位　○両伸出膚葱ふ量（濁局大岱登脚盟申撮V憲構、湊ぺ　○両神ツ禅社（日向大谷）霧庄ハヤ人、二繭円皿O／二鰍麟厳（霞ω疹ー二豚疹にめり）廿切年新梁が隼焚よジ蘭み常住爵円　0金山禰搾纏譲泊自阿　、Q彪畠貢4ウムラ．匁ウA詩一商閃　　二笹　由中　　実二欝二潤識十円■自渓漁円　　　　べ百円）　　　　　　双新豊凄齋撫財．駐、ヨき、ヂ　納　』”閃“i新　　　　　　』　一灘1｝畢蕎入1→。乙Hββ刃戸、疹匠εεレワ8AIA云叶アμ誰擁力。�j綴鮪薮解ざ友中田膿蘇森和伽鋼騨葦1鯵簾愛ロ堰嚇柵ラ齢翻鱈篇蘇知麟1、1醐臨釜　　’細　脅鈴払茂賓　　泰一一嗜無　将輝博正拓　雄英宏　正葉’一1旨郷�d犬三葬螂縁誠判夫之弱鋤弘次吻綜郎　　部目名慈部長距劇ヌ男知虫、　　立m禦崎臨物並猛面荻窪♂・二Q留二p凹／ニク　六窃窪剛糊ノ輝七此多勢部（ηTA名宏参興）杉，並邑阿濠ケ谷三ノ聡くハβ免二五！ヒク　六窃々前大−家幽三甲要乞仲町ニニ杉並あ辞荻町ニノ一灸二試蔵野布吉洋寄｝π9彬並尼馬橘撰〜五瓜皿中野諺本町通五ノニ｝彰亜あ和県町！五八漫慣惨邑組訳1ノノー処二申野匠大和町一ハ・圃変瓜杉並己鴬プ丁’ゑ○　　・世脚谷己夜田一丁六ハニハ王争幕騨臨｝δ�挙�〆二穴杉並猛算荻窪ノ／旧1Gり’瞥ニニ臼轟足本町通皿ラ雄穴移並罎吹猛町五ケ　下蕩甘弁ザ〆づo二〃　由勘囚歩す六ノ七9κタ　　ク　　三ノ部｝九〃　馬凋一フ！九〇杉並屡派編町切七世鴎俗銘粗蛎憾鯉，五穴ニワ　王嚇輿撮防一二一曾吻天仏充　凝ヱ花目＋ゑ旧凝姦、二十ズる一翁、二2農歪葛女静婁些忽鼎舜憾愛容香焦�o…多5、して伎．．プど整レ，げ受して難警餐喜麟憲誓範�o…や3《驚醒ざ飲蓉争ε御遡静u疏し竃彦’�o　　山缶部備畠　一夫慕（三人甫）　　二　ずイル（言也　　　｛湘｛山　刀　ニ　ノコギリ　　　　庶�oゐンテラ　　エ　コソつエルヘ穴型）　　　　’�o�oオィルタアク　　！　〆ーナf　　　　　｛｝…寮霧老f�`葵集の零疋で寛文わずか否劣の備畠殻あウまず歪≦磐紬、｝、万K決ワて）たyけ承ぱ牟ひです。　−　　　　戸・工　な認部ごは含数鴇猟に不溺曲がウ隊てD疋冬のの遵異を参秋か夕しゲ｝　　　　　　　　　が”）台　　舐食唇会記　　企　い撞違　　騒擁譜羅1棚鈴憐田岬笹讐餐．鳶中雑鐵璽雛繍　硲藪夫葛生利弘勇夫　艶將し1ノ　　　　　　　　　　の〉ヨ’と・、印　、P暫舗　　　　　　　　　　緩へ　　　　　　　　　　測　　　　　　　　　　蹄　　　　　　　　　　暴　　　　　　　　　　・縛　　　　　　　　　　魯，暫　　　　　　　　　　鷺　　　　　　　　　　綿　　　　　　垂　　＿　＿　1褻薪　｝　　勲　　磨　　　　　　蝸一黛灘■言ー薯…ーξ…轟｝多縞　　　，締　塵Q衷しり窪璽似衛下さフπ菊応（対して戚蹴達教しこ調ります、　或至部の奈糧孤嚇日曽おく磐擾誉肌た乏編躾並が葵行奮く肌逆馨ヒ葬嚇に欝穣憲ぞ冨宣　以復鐙嵐期紹双わか9《9感ぱ崩躍流嬬、ち贈んと覆出して椿ウ9庭9、O海霞のCとごお紗びレ奪け爪ぱなうなDのOすが、荘鴬に紀者文絢ぐ　な似まして何匙も申しわけあり記ぜん　　　　　　　　　　ズ○次易はめっと勲わウか毫幽将甥に致しますのご、教蓄の嘘ヒ燭瓠脅　文、又ば姫侮鷺る牲質の竜の葱妬、φるぞ漂迄箆滋し《下壼うよう○建．鴬竃、醤套呈に、ス腰賃惹塚し覆め、毒の霧訣逢嘉し守纂編期箆崇言る滲姦ユ・　しまつ鷺三蓼課くおのぴして沢ぞ捻ヵ芝つくし庭2鶴婁す．●　　　　　　｝　　　　　w嵩　　　　　一　　　　■幽、　　，り楠　　”噺■　栖｝〜　　，一幽　甲1，�o臼』鯉彷復矛餌暑　　　　ー非兎岳」照和ノ一ず五穿几目ナゑ揖帥刷腸和！！ナ五隼π目〆’＋β療κ踊象旗、　森　訳　桁　　脅亮首人　　鴇　ヤ　　　　豪飛行町　　　郵立面覇署叢ぬ鼠部　　，庫承都杉並慮六菖晦三／ニハ　　　　・電薮荻墜99三・ハパ

